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安
曇
野
の
春

（
豊
科
光
・
５
月
11
日
）



市
役
所
新
本
庁
舎
が
５
月
７
日
、

開
庁
し
ま
し
た
。
午
前
８
時
30

分
の
業
務
開
始
に
先
立
ち
、
庁
舎
東
側

正
面
玄
関
前
で
開
庁
式
典
を
行
な
い
、

宮
澤
市
長
、
宮
下
市
議
会
議
長
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
10
月
の
合
併
以
来
、
旧
町

村
役
場
の
庁
舎
な
ど
９
カ
所
に
分
散
し

て
い
た
本
庁
機
能
が
集
約
さ
れ
、
一
つ

の
庁
舎
で
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

宮
澤
市
長
は
新
本
庁
舎
で
勤
務
す
る

職
員
約
６
０
０
人
に
向
け
て
「
業
務
を

行
う
職
員
が
魂
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

新
本
庁
舎
の
開
庁
に
よ
り
、
今
後
、

市
で
は
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
庁
舎
の

解
体
、
支
所
等
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

未
整
備
の
支
所
に
つ
い
て
改
築
工
事
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質実剛健で、市民に喜ばれ、次世代に受け継がれる庁舎

市役所新本庁舎が開庁

多くの皆さ
んが集う　
市役所を目
指します

市長 宮澤宗弘
　新本庁舎が開庁し、業務を開始しまし
た。これまで９カ所で行っていた市の業
務が一つに集約されました。開庁により
市民の皆さまの利便性が高まることはも
とより、人、物、時間などの無駄を排し、
より効率的で迅速な行財政運営に努めて
いきます。
　また、市の防災拠点でもある新本庁舎
の開庁に合わせて、デジタル同報系防災
行政無線も運用を開始しました。安全・
安心なまちづくりに向け必要な情報伝達
手段として効果が期待できます。
　本年は、市制施行 10 周年の記念すべき
年でもあります。市民の皆さまのさらな
る一体感の醸成、まちづくりの拠点とし
て、多くの皆さんが、日ごろから集い、
親しんでいただくため、休日には１階と
４階の一部フロアを市民開放しています。
５月 23 日、24 日には開庁記念イベントを
開催します。ぜひ、お出掛けください。

開庁を記念
し、１階東側
ロビーに展示
されている穂
高人形

1階総合案内

１階にある市内７つの
障害者施設で運営する
「あったカフェ」

受付番号ごとに手続き
窓口を番号表示

　市が整備を進めてきたデジタル同報系防災行政無線が５月７日に開局しました。
この無線は、市内 236カ所に設置した屋外拡声子局（スピーカー）と、地区公民
館や避難施設などに置く戸別受信機から災害時またはその恐れがあるときや、人
命に関わること、防犯、有害鳥獣などに関する情報を放送します。放送内容は、
市メール配信サービスまたはテレホンサービスで確認できます。

デジタル同報系防災行政無線が開局　災害情報を市民の皆さんに迅速に伝達

市防災行政無線
テレホンサービス
0120-271313（フリーダイヤル）

市メール
配信サービス

開局式で開局宣言を放送する
宮澤市長

注目情報
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１階市民課窓口

開庁式典

行政情報コーナー 職員への訓示
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市制施行
10周年記念

 

第
１
回  

信
州
安
曇
野

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

第
１
回
と
な
る
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
５
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。

豊
科
南
部
総
合
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
全
員
で
、
参
加
者
へ
の
お
も
て
な
し
す
る
と
と
も
に
、
安
曇
野
の
魅
力
を
全

国
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
規
制
な
ど

う
回
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

大
会
の
開
催
に
伴
っ
て
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分
こ
ろ
ま
で

コ
ー
ス
と
な
る
道
路
を
中
心
に
交
通
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
通
過
後

に
順
次
解
除
し
ま
す
が
、
コ
ー
ス
周
辺

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
マ
イ

カ
ー
自
粛
と
併
せ
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
交
通

規
制
図
参
照
）

ラ
ン
ナ
ー
送
迎
用
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

　

市
内
各
参
加
者
駐
車
場
か
ら
豊
科
南

部
総
合
公
園
ま
で
、
ラ
ン
ナ
ー
送
迎
用

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
各

駐
車
場
お
よ
び
会
場
周
辺
の
皆
さ
ま
に

は
早
朝
か
ら
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

コ
ー
ス
環
境
整
備

美
し
い
安
曇
野
を
全
国
の
皆
さ
ん
に

　

コ
ー
ス
沿
道
の
ご
み
拾
い
や
草
刈

り
、
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
団
体
等
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
美
し
い
安
曇
野
の

景
観
を
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
に
発
信
し
ま

し
ょ
う
！

ラ
ン
ナ
ー
へ
の
応
援

沿
道
で
温
か
い
声
援
を

　

沿
道
か
ら
の
温
か
い
声
援
が
、
ラ

ン
ナ
ー
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
や
コ
ー

ス
沿
道
で
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

注目情報
2

【応援時の注意事項】
・コース整理員等スタッフの指示に従ってください。
・ランナーおよび競技車両の通行に支障とならない場
所での応援をお願いします。（安全確保のため、沿道
応援の制限区間、駐車禁止区域があります。）

・車両（自動車・バイク・自転車等）を使った並走応
援はできません。

・コース沿道付近に駐車場はありません。公共交通機
関を利用するか、徒歩でお出掛けください。

昨年のプレ大会での応援

豊科南部総合公園などをご利用する皆さんへ

　大会開催に伴い市内公共施設や駐車場の利用が制限されます。

●豊科南部総合公園
　スタート・フィニッシュ会場となるため、次の期間は利用できません。
　期間　６月５日（金）午前９時から７日（日）午後６時まで

●県民豊科運動広場、南部社会体育館、高家公園グラウンド、三郷文化公園
　大会駐車場となるため、施設および駐車場は利用できません。
　期間　６月７日（日）午前５時から午後４時ころまで

セイコー
エプソン㈱

GAC㈱

高家公園

㈱ヤマト

三郷文化公園

ランナー通過後、規制区間ごとに
順次規制は解除されます。

規制時間：午前8時30分から午後0時30分ころまで
9時 （正午 ）

参加者P

参加者P

参加者P

参加者P

参加者P

参加者P

参加者P

参加者P

参加者P

交通規制図

マラソン参加者用駐車場

FAX.0263-72-1340
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た
は
自
営
工
事
見
積
書
）

※
生
垣
の
樹
種
、
本
数
、
樹
高
等
の
寸

法
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

②
図
面
（
生
垣
設
置
場
所
ま
た
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
撤
去
場
所
と
寸
法
等
を
明

記
し
た
も
の
）

③
位
置
図
（
住
宅
等
の
所
在
（
位
置
）

が
分
か
る
図
面
等
）

④
写
真
（
施
工
前
の
事
業
予
定
箇
所
現

場
写
真
）

⑤
納
税
証
明
書
（
申
請
書
の
市
税
納
付

状
況
確
認
欄
の
同
意
が
な
い
場
合
）

●
そ
の
他

　

工
事
後
、
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
交
付
確
定
後
、
請
求
書
の

提
出
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

植
栽
の
間
隔
、
樹
高
、
樹
種
等
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
建
築
住
宅
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費

①
長
さ
３
㍍
以
上
の
新
た
な
生
垣
設
置

に
係
る
費
用
（
苗
木
、
土
、
肥
料
等

や
造
園
業
者
へ
の
委
託
費
を
含
む
）

　

２
分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し
生
垣
設
置

す
る
場
合
の
撤
去
費
用
（
解
体
、
運

搬
、
処
分
費
等
と
し
、
工
事
請
負
費

を
含
む
）　

２
分
の
１
以
内
（
上
限

15
万
円
）

③
①
と
②
の
併
用　

①
と
②
の
合
計
額

●
申
請
方
法

　

工
事
の
着
手
前
に
、
本
庁
舎
内
建
築

住
宅
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
に
備
え

付
け
の
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を
添
え
て

建
築
住
宅
課
（
２
階
15
番
窓
口
）、
各

支
所
地
域
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
等
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）

添
付
書
類

①
見
積
書
（
業
者
見
積
書
の
写
し
、
ま

生
垣
設
置
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
助
成
事
業

　

住
宅
地
に
お
け
る
緑
化
促
進
と
共

に
、
地
震
等
で
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

新
た
に
生
垣
を
設
置
、
ま
た
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
合
わ
せ
新
た
に

生
垣
を
設
置
す
る
市
民
で
、
市
税
を
完

納
し
て
お
り
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
申
請
者
の
居
住
ま
た
は
所
有
す
る
住

宅
（
小
規
模
な
店
舗
・
事
務
所
と
の

併
用
住
宅
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

②
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
に
つ

い
て
、
他
の
補
助
ま
た
は
補
償
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

※
同
一
敷
地
に
対
し
て
、
１
回
限
り
助

●
補
助
内
容

①
伐
倒
処
理　

伐
倒
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

※
宅
地
等
の
松
に
つ
い
て
昨
年
度
ま
で

は
市
が
伐
倒
処
理
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
補
助
制
度
に
変

わ
り
ま
し
た
。

②
薬
剤
地
上
散
布　

薬
剤
の
購
入
経
費

の
２
分
の
１
（
上
限
５
千
円
）

※
年
２
回
の
散
布
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
１
回
目
は
、
５
月
20
日
か
ら
６

月
20
日
ご
ろ
ま
で
が
散
布
に
適
し
た

時
期
で
す
。
お
早
目
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

③
樹
幹
注
入　

薬
剤
１
本
の
購
入
経
費

の
２
分
の
１
（
上
限
１
５
０
０
円
）

●
申
請
方
法

　

本
庁
舎
内
耕
地
林
務
課
（
２
階
16
番

窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
窓
口
へ

事
前
に
事
業
計
画
書
・
位
置
図
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
実
施
後
、
実
績

　

手
続
き
方
法
の
見
直
し
と
合
わ
せ
、

本
年
度
か
ら
松
く
い
虫
被
害
で
枯
れ
て

し
ま
っ
た
庭
木
等
の
松
に
つ
い
て
、
松

の
所
有
者
の
皆
さ
ん
が
処
理
し
た
場
合

に
、
伐
倒
処
理
に
要
す
る
経
費
や
、
予

防
の
た
め
の
薬
剤
購
入
経
費
に
つ
い
て

補
助
し
ま
す
。（
破
砕
処
理
等
ま
で
が

条
件
で
す
）

　

住
宅
地
の
緑
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
「
生
垣
設
置
・

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
助
成
事
業
」「
記
念
樹
配
布
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。（
※
記
念
樹
配
布
事
業
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

大
切
な
松
を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
各
種
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
手
続
き
方
法
を
簡
素
化
し
、
申
請
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

報
告
書
、
領
収
書
等
を
添
え
て
補
助
金

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付
確

定
後
、
請
求
書
の
提
出
に
よ
り
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
書
等
は
耕
地
林

務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
窓
口
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

生垣設置例

代倒処理の例

問 

耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（
71·
２
４
３
２　

71·

２
５
０
７
）

松
く
い
虫
被
害
防
止

生
垣
設
置
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

問 

建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（
71·

２
２
４
２　

72·

３
５
６
９
）

緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

ご
活
用

く
だ
さ
い

補
助
制
度

薬剤空中散布を行います
問 耕地林務課林務担当
　（ 71・2432　 71・2507）

　松林を松くい虫被害から守るためヘリ
コプターによる薬剤空中散布を行いま
す。実施に当たっては、長野県防除実施
基準に基づき、人畜、農作物、周辺環境
に対する安全を確保し、計画に基づいて
細心の注意を払いますので、作業へのご
理解、ご協力をお願いします。
無人ヘリコプターによる散布
●散布場所・面積
豊科大口沢地区（豊科葬祭センター付
近）25 ヘクタール
●実施予定日　１回目　６月 19 日（金）
　　　　　　　２回目　７月 13 日（月）
●そ　の　他
豊科大口沢地区に隣接する松本市四賀
地区においても無人ヘリコプターによ
る薬剤散布が行われます。（問い合わ
せ先　松本市役所耕地林務課　 34・
3224）
有人ヘリコプターによる散布
●散布場所・面積
明科潮沢地区岩州公園（岩州公園尾根
沿い）５ヘクタール
●実施予定日　６月 19 日（金）
※天候不順等により日程が変更される
場合があります。詳しくは耕地林務
課（kouchirinmu@city.azumino.
nagano.jp）へお問い合わせください。

松くい虫対策講習会
問自然体験交流センター「せせらぎ」
（ ・ 62・６６６７）

　市耕地林務課職員を講師とした講習会
です。
●講習内容
①市の被害状況
②被害発生のメカニズム
③自分で出来る調査と対策
●日時　５月 30 日（土）　午前 10 時～
　　　　午後１時　
●場所　自然体験交流センター ｢せせらぎ｣
●参加費　無料
●申し込み　５月 29 日（金）午後５時
までに電話、ファクスまたは直接、せ
せらぎへお申し込みください。
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計
画
の
目
的

　

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
含
め
た
緑
豊

か
な
森
林
は
、
市
の
総
面
積
の
お
よ
そ

３
分
の
２
に
あ
た
り
ま
す
。森
林
に
は
、

水
源
涵か

ん
よ
う養

機
能
や
土
砂
災
害
の
防
止
機

能
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
森
林
の
う
ち
、
人
里
近
く
に
広
が
る

里
山
は
、
か
つ
て
私
た
ち
が
生
活
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
自
然
環
境
で
し

た
。

　

し
か
し
、
里
山
で
は
、
私
た
ち
の
生

活
様
式
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
利
用
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
人
の
手
が
入

ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
松
く
い
虫
被
害

や
鳥
獣
被
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の

解
決
に
向
け
て
計
画
を
定
め
、
市
民
・

森
林
所
有
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
共

に
、
取
り
組
み
を
進
め
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
守
り
、
豊
か
に
し
て
く
れ
る
里

山
の
再
生
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
位
置
付
け

　

本
計
画
は
、
市
環
境
基
本
計
画
の
具

体
的
な
実
行
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。
市
環
境
基
本
計
画
は
、
第
１

次
市
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た
基
本
理
念

や
将
来
像
に
つ
い
て
、
特
に
環
境
面
で

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
で

１
）、
具
体
的
に
は
里
山
に
親
し
む
た

め
の
活
動
の
推
進
、
木
材
な
ど
の
資
源

の
活
用
、
里
山
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
松
枯
れ
や
鳥
獣
被
害
の
減
少
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。（
図
２
）

計
画
実
現
に
向
け
て

①
計
画
の
推
進
管
理

　

里
山
再
生
計
画
を
、
よ
り
実
現
性
の

高
い
計
画
と
す
る
た
め
、
５
年
間
の
計

画
期
間
の
中
で
具
体
的
な
成
果
な
ど
を

検
証
す
る
「
市
里
山
再
生
計
画
推
進
協

議
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
計
画
の

点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
ま
す
。

②
里
山
再
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置

　

里
山
再
生
に
向
け
た
３
つ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
、「
里

す
。

　

市
環
境
基
本
計
画
で
は
、
市
の
自
然

環
境
を
山
岳
、
森
林
（
主
と
し
て
人
工

林
）、
里
山
（
主
と
し
て
、
か
つ
て
炭

や
薪
と
し
て
利
用
さ
れ
た
広
葉
樹
林
）、

里
地
に
区
分
し
、
特
に
森
林
・
里
山
の

整
備
の
推
進
を
重
点
的
に
取
り
組
む
項

目
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

策
定
の
経
過

　

市
に
お
け
る
里
山
の
現
状
、
課
題
等

を
明
ら
か
に
し
、
里
山
の
再
生
を
目
指

し
た
計
画
の
検
討
を
す
る
た
め
、
市
民

や
山
林
関
係
者
な
ど
15
人
で
構
成
す
る

「
市
里
山
再
生
計
画
検
討
委
員
会
」
を

平
成
23
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
里
山
に
対
す
る
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
市
民
と
山
林
所

有
者
の
皆
さ
ん
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
委
員
会
で
は
、
里
山
整
備
、
普
及

啓
発
、
環
境
保
全
の
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
里
山
再
生
の

具
体
的
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
24
年
２
月
か
ら

本
年
１
月
ま
で
の
間
に
、
13
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

計
画
の
概
要

　

計
画
で
は
里
山
の
「
環
境
」「
資
源
」

「
機
能
」
の
３
つ
の
視
点
で
と
ら
え
（
図

山
再
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を
設
け
、

登
録
し
た
市
民
や
事
業
者
に
よ
り
里
山

再
生
に
関
わ
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

里
山
再
生
計
画
書
本
編
は
、
耕
地
林

務
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
概
要
版
は
５
月
13
日
発
行
の

市
議
会
だ
よ
り
と
共
に
各
家
庭
へ
配
布

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２　

71
・
２
５
０
７
）

里山再生サポーター

　本計画の趣旨、取り組みにご理解、
ご協力いただける個人や事業者等の皆
さんを募集します。登録した皆さんに
は、本計画の具体的な取組活動の情報
提供等を行い、里山再生に関わる活動
に参加いただきます。
　登録の詳細については、耕地林務課
林務担当へお問い合わせいただくか市
ホームページでご覧ください。

募集

市では、市内の里山が抱える
課題を明らかにし、次代につ
ながる里山の再生を目指すた
めに、本年度から平成 31 年度
までの５年間を計画期間とす
る「市里山再生計画」を策定
しました。策定の目的、概要
についてお知らせします

里山
再生に向けて
里山再生計画を策定

具体的な取り組み（図２）

里山資源
の利用

里山での
活動推進

松枯れ・鳥獣
被害の減少

・木材資源の地産地消
・カラマツやアカマツなど
有用材の伐採利用

・里山を楽しむ知識と技術
を学ぶ

・里山再生に必要な知識と
技術を学ぶ

・市民一人一人でも実行で
きる対策の開発と普及

・松枯れ被害の拡大を抑制

計画が目指す姿（図１）

多種多様な環境から成り立つ里山

多くの人々が里山を資源として利用

災害の少ない安全な暮らしをもたらす里山

多種多様な林齢・樹種からなる森林や草原がバラン
スよく配置された明るい里山を作ります。

里山が、市民にとって親しみの持てる場となり、レ
クリエーションの場、森林資源を得る場、大自然の
営みを知る場として機能します。

木材利用の進展による森林の土砂災害防止機能や水
源涵養機能の維持向上が、災害の少ない安全な暮ら
しを私たちにもたらします。

●木質バイオマス利用促進プロジェクト
　燃料としての木質バイオマス利用
●安曇野材利用促進プロジェクト
　建築用材としての安曇野材利用

●里山学校プロジェクト
　里山学校の開設・運営

●里山保全・体験学習プロジェクト
　松枯れ・鳥獣被害対策の市民参加型企画
　の立案と運営
●松枯れ対策実践プロジェクト

活動イメージ
（植樹）
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複合施設として整備された明科支所

10
年
間
で
延
べ
７
５
０
人
の
委
員

が
審
議

　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
後
の
各
地
域

の
意
向
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
地
域
審
議

会
が
本
年
３
月
31
日
で
設
置
期
間
が
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
の
日
以
降
、

こ
れ
ま
で
５
期
10
年
間
で
延
べ
７
５
０

人
の
委
員
の
皆
さ
ん
が
審
議
し
ま
し

た
。

　

委
員
は
、
自
治
会
の
代
表
者
、
学
識

経
験
者
、公
募
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
基
本
構
想
や
新
市
建
設
計
画

な
ど
に
つ
い
て
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

審
議
・
答
申
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
諮

問
の
審
議
の
ほ
か
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
市
長
へ
提
言

し
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
主
な
答
申
内
容
や
地
域
の

審
議
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４　

72
・３
１
７
６
）

報 告

地
域
審
議
会
の
設
置
期
間
が
３
月
末
で
終
了

市
の
地
域
課
題
・
将
来
像
を
審
議

■諮問・答申
（豊 豊科地域審議会　穂 穂高地域審議会　三 三郷地域審議会　堀 堀金地域審議会　明 明科地域審議会）

（平成 18年度）
【諮問】安曇野市総合計画基本構想に係わる地域課題・将来像について
【答申】豊 豊科交流学習センターの早期建設　穂 しゃくなげ荘周辺の早期整備　三 室山へのア

クセス整備とりんごによる観光振興　堀 堀金保育園および児童館の早期整備　明 JR
明科駅周辺を市の東の玄関口として拠点機能整備

（平成 20年度）
【諮問】行政改革を推進するために本庁舎の建設を前提とした、貴地域の総合支所に必要不可

欠な市民サービスについて
【答申】豊 豊科地域への本庁舎建設を想定する中で施設としての総合支所は廃止し、本庁舎へ

統合する　穂 市民サービスが低下しないよう段階的に機構改革を　三 総合支所は地域
の多様な活動を支援し、地域の特色を高めること　堀 市民と行政の協働は総合支所の
中核的な機能である　明 公民館を複合施設とし、総合支所機能を併設した地域コミュ
ニティ活動の拠点となる施設整備

（平成 24年度）
【諮問】第１次安曇野市総合計画基本構想の一部変更について
【答申】総合計画基本構想の一部変更については了承する（各５地域）
【諮問】市民と行政の協働に向けた、行政システムのあり方について
【答申】豊 豊科支所が本庁舎に入ることのメリットを生かし、部署間の連携と協働の推進を図

る　穂 協働のまちづくりの推進を図るとともに、これまでの協議、検討の成果を検証
する　三 区担当職員は活動可能な同一職員にする　堀 職員は地域に参加し、地域の課
題を把握し、問題解決のコーディネートを担う　明 部局を超えた情報の共有化、創造
展開できる企画化、横断的連携を

（平成 25年度）
【諮問】協働のまちづくり推進のあり方とそのシステムについて
【答申】「協働のまちづくり推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画（案）」に対する

意見（各５地域）
（平成 26年度）
【諮問】新市建設計画（まちづくり計画）の一部変更について
【答申】安曇野市建設計画　（まちづくり計画）の変更については意義はなし（各５地域）

■提言
地域審議会から市長への提言書の詳細は、地域づくり課または市ホームページでご覧いただけます。

 【穂高地域】
①しゃくなげ荘周辺整備
周辺整備による観光の拠点づくりと地域活性化を

②水資源
地下水の保全のための条例化を

③道路の整備
主幹道路の拡幅と歩道整備を

④商店街の現状と課題
クオリティやブランド力を持つ個性的な商店の相
互協力をしての連帯感の醸成を

 【堀金地域】
①総合支所の有効利用
支所・公民館・図書館を備えた複合施設として活
用する

②第三セクター
施設利用について市民に分かりやすく情報提供を

③啼
ていちょう

鳥山荘を利用した農業の活性化
地元の小中学校や周辺の小中学校の利用を

④加工施設の現状と今後
加工施設を増改築し、一般の人と組合の利用が競
合しないようにする

 【明科地域】
①明科総合支所
明科総合支所に公民館を併設し、地域市民の拠り
所として複合施設にする

② JR明科駅周辺整備
国道 19 号や駅前周辺への歩道の設置

③ JR廃線敷観光と長峰荘を含む長峰山周辺の観
光振興
長峰山までの道路の整備

④明科保育園の建て替え
老朽化の著しい保育園の早期建て替えを

 【豊科地域】
①土地利用制度
自然環境や景観を損なわないような規制を

②安曇野赤十字病院
ハード面だけでなくソフト面の充実を

③公共交通システム
誰もが利用しやすい公共交通体系の構築を

④本庁舎建設
市民の利便性に配慮し、必要最小限の規模に

 【三郷地域】
①畜産に伴う臭気問題への取り組み強化
畜産農家と周辺市民がともに理解し、共存共
栄するための組織の設置を

②黒沢川の治水・利水対策の解決
三郷地域の水源転換計画の積極的な調査・研
究を

③過大規模三郷小学校の適正化
研究・検討により、健やかな育成のため、よ
り良い教育環境のあり方の検討を

④室山とリンゴを活かした観光の推進
地元市民や関係者の一層の連携によるイベン
トや体験・交流の場作り
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市
が
平
成
24
年
度
か
ら
進
め
て
き

た
三
郷
地
域
の
水
道
水
の
水
源
転
換

事
業
が
完
了
し
、
通
水
式
が
４
月
17

日
、
豊
科
高
家
の
真
々
部
配
水
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
や
市

議
会
の
関
係
者
20
人
が
出
席
。
宮
澤

市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
安
全
安
心
な

飲
料
水
の
安
定
供
給
に
向
け
、
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

三
郷
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
飲
料
水

　市制施行 10 周年記念事業実行委員会の第１回会議が 4月 21 日、市役所
本庁舎で行われました。当日は、市商工会や市議会などの代表者に宮澤市
長から委員委嘱書が手渡されました。実行委員長を務める宮澤市長は「市
民の皆さんと行政が力を合わせて記念事業を盛り上げ、市の一体感の醸成
や地域の活性化に役立てていきたい」とあいさつしました。本年度１年間、
市民の皆さんと記念事業を行っていきます。
問 政策経営課 71・2401 71・5155

　安曇野で伝えられてきた食やそれに関わる暮らしを
紹介し、安曇野の伝統食・地域食を見つめ直すととも
に、これからの食や暮らしの可能性を探ります。

　各家庭等に眠る８ミリフィルムを地域の映像史料として振り返り、かつて営
まれていた安曇野市の暮らしや文化風習を映像でよみがえらせます。収集した
映像、音源は、地域史料として活用します。

　名誉市民・故髙橋節郎さんが育て、現在国内の美
術系大学で教壇に立つ芸術家と、その愛弟子の若手
作家の作品を展示し幅広い漆表現を紹介します。

　

市
が
整
備
を
進
め
て
き
た
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点
（
信
号
機
の
な

い
円
形
交
差
点
）
が
完
成
し
、
開
通

式
典
が
４
月
15
日
、
豊
科
地
域
本
村

区
と
堀
金
地
域
中
堀
区
の
境
に
あ
る

現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
関
係
者
や
地
権
者
な

ど
約
70
人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は「
開

通
に
よ
り
、
交
通
安
全
対
策
の
一
層

の
向
上
と
、
市
内
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
約
６
割
を
黒
沢
川
の
表
流
水
で
ま

か
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
渇
水
や
大

雨
な
ど
に
よ
り
取
水
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
集
中
豪

雨
や
台
風
の
影
響
で
水
道
水
が
濁
る

な
ど
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
水
源
転
換
工
事
は
、
水

源
を
安
定
的
な
地
下
水
に
切
り
替

と
し
て
の
役
割
に
期
待
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
交
差
点
の
愛
称
で

あ
る
「
本
村　

円
」
を
命
名
し
た
穂

高
南
小
学
校
４
年
生
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
講
習
会
も
開
か
れ
、
安
曇
野
警

察
署
の
担
当
者
か
ら
通
行
方
法
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

整
備
し
た
交
差
点
は
、
以
前
か

ら
見
通
し
が
悪
く
改
善
要
望
が
あ

え
、
新
た
な
井
戸
か
ら
の
取
水
と

真
々
部
配
水
系
の
余
剰
水
を
三
郷
小

倉
地
域
へ
送
る
こ
と
で
必
要
な
水
量

を
確
保
し
ま
し
た
。
本
管
総
延
長
は

１
２
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
豊
科
高

家
か
ら
三
郷
小
倉
地
域
ま
で
３
カ
所

の
ポ
ン
プ
を
使
い
送
水
し
ま
す
。
全

体
事
業
費
は
約
23
億
円
で
主
な
財
源

に
県
の
補
助
や
合
併
特
例
債
な
ど
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

■
三
郷
地
域
の
水
源
転
換
工
事
が
完
了

■
市
内
初
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点
「
本
村　

円ま
ど
か」

が
開
通

実行委員会を開催 1年間の事業を確認

■６～７月開催記念事業ピックアップ

り
、
信
号
機
の
設
置
も
難
し
い
こ
と

か
ら
、
信
号
機
が
不
要
で
、
事
故
防

止
や
渋
滞
緩
和
な
ど
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
を
市
内
で
は
初
め
て
採
用
し
ま
し

た
。
今
後
、
堀
金
地
域
と
豊
科
地
域

間
の
ア
ク
セ
ス

向
上
な
ど
へ
の

効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

市
主催

市
主催

市民
提案

企画展 企画展
「興味津々あづみのFOOD」展

あづみのフィルムアーカイブ事業

「うるしのみらい～髙橋節郎に続く人々～」展
豊科郷土博物館（６月 27日～８月 30 日）

市内各地（６月～３月）

安曇野髙橋節郎記念美術館（７月18日～９月13日）

■その他の記念事業（６～７月の予定）
開催時期 事　　　業　　　名 開催場所

6月7日 第 1回信州安曇野ハーフマラソン
（関連記事４ページ）

豊科南部総合公園
（スタート・フィニッシュ）

7月下旬～1月下旬（予定）プレミアム商品券の発行（次回６月３日号に詳細掲載） 市内登録店
6月6日・7日 第１回信州安曇野ハーフマラソン友好都市選手招待 マラソン会場他

6月14日 穂高地域地区公民館対抗球技大会（市）
　バレーボール・ソフトボール 穂高会館、有明運動場他

6月19日～6月30日 信州安曇野あやめまつり（市民） 龍門渕公園、あやめ公園

6月28日
第 6回安曇野市民スポーツ祭（市）
　開会式・ソフトバレーボール
　マレットゴルフ（７月４日）、硬式テニス（７月20日）

堀金総合体育館他体育施設

7月1日～20日（受付）
10月17日～11月15日（展示） 第４回そば猪口アート公募展（市） 安曇野髙橋節郎記念美術館

7月4日 ハーモニックコンサート（市民） 本庁舎
7月4日 市民大学講座特別編（市） 堀金総合体育館
7月5日 みんなでスポーツ in 常念（市） 堀金多目的屋内運動場他
7月5日 あやめスポーツ大会（市） 龍門渕公園運動広場他
7月7日 第4回あづみ野テレビカップゴルフ大会（市民）あづみ野カントリークラブ
7月11日 安曇野市男女共同参画フォーラム（市） 穂高会館
7月12日 安曇野市防災講演会（市） 堀金総合体育館
7月25日 あづみ野祭り（市民） 豊科駅前周辺
（市民）市民の皆さんが、例年開催する事業に「市制施行 10周年記念」の冠を付けて行う事業、（市）市が例年開催する事業に「市制
施行 10周年記念」の冠を付けて行う事業、（市民提案）市民の皆さんが自主的に行う活動を補助金により支援する事業（上限 50万円、
100％補助）や市民の皆さんと協働で行う事業

横断方法を学ぶ穂高
南小の皆さん

式典後、通り初めが行われた

あいさつをする宮澤市長

今回整備した野沢水源ポンプ場（三郷温）

市制施行10周年記念事業 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス
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３位入賞 ベスト記録を更新

会場が一つに 歌声響く

少女たちを魅了した挿絵を展示

新緑の安曇野に早春賦の歌声響く

始まります　農家民宿 「安曇野」を切手にのせて全国に

　第 11 回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会
が４月 29 日、松本市の松本平広域公園陸上競技
場で開催されました。大会は県内から 62 チーム
が出場。安曇野市は、自己最高記録を更新。一
時トップに立つなど優勝を争い、優勝チームと
２秒差の３位入賞の好成績を収めました。
　また、この日は、中学生以上が出場する第 25
回長野県市町村対抗駅伝競走大会も行われ、安
曇野市は、出場 57 チーム中７位となり２年連続
の入賞を果たしました。

　豊科出身の詩人で数多くの童謡を作詞した藤
森秀夫さんを顕彰する「第 52 回童謡祭り」（同
実行委員会主催）が５月５日、豊科交流学習セ
ンター「きぼう」で行われました。この日は市
民など約 230 人が参加。藤森さんの作品、童謡
「めえめえ児

こ や ぎ

山羊」をはじめ「こいのぼり」など
を参加者全員で合唱しました。このほか花園共
同保育園（豊科田沢）の園児の皆さんによる手
話を交えての合唱や、市内小中学生作詞作曲コ
ンクールの表彰なども行われました。最優秀賞
を受賞した堀

ほ っ た

田晃
こ う し

志くん（明南小４年）は「初
めて作詞・作曲しました。受賞はとてもうれし
いです」と話してくれました。

　豊科近代美術館の「藤井千秋展～美術館はオトギノク
ニ～」が同館で４月 25 日から始まりました。
　同館では、市制施行 10 周年に合わせ、幅広い年代の
皆さんに美術館を楽しんでもらおうと企画したもので、
昭和 20 年代に雑誌「少女の友」などの挿絵画家として
当時の少女たちを魅了し、活躍した藤井千秋さん（1923
～ 85 年）の原画など約 200 点を展示しています。
　初日には、関係者約 30 人が出席し記念式典などが行
われました。式典後の内覧会では、藤井千秋さんの姪の
藤井樹里さん（京都市）が作品を解説。藤井さんは「子
どもに夢を与えようと一筆に心を込めて描いていた」と
話し、作品については「当時の印刷では再現できなかっ
た原画の繊細さをぜひ見てほしい」と話しました。
　なお、同展は、６月７日まで開催されています。

　安曇野に春の訪れを告げる第 32 回早春賦まつり（早
春賦まつり実行委員会主催）が４月 29 日、穂高川沿い
の早春賦歌碑前で行われました。本年は市制施行 10 周
年記念事業の一環として行われ、市民など約 500 人が参
加しました。
　開会式に続き、穂高南小・穂高西小・穂高北小の児童
や芸術文化協会コーラス部の合唱のほか、アルパクラブ
によるアルパの演奏も行われました。最後は春の日差し
に新緑が輝く中、参加者全員で「早春賦」を合唱しまし
た。開会式で若宮昭三実行委員長は「早春賦は全国で愛
唱されています。みんなで知恵を絞り次世代まで歌い継
がれてほしい」と話しました。また、作曲者中田章の孫
で東京都在住の中田基彦さんは「早春賦は 102 年前の大
正 2年に作られました。今、日本の唱歌、童謡を見直そ
うと関心が高まっており、これからも日本の誇れる愛唱
歌として歌い継がれてほしい」と話しました。

　都市部で暮らす中・高校生に市内で農業体験
をしてもらい、市の産業振興につなげるため、
市内の農家で構成する「市農家民宿連絡協議会」
の設立総会が４月９日、豊科交流学習センター
「きぼう」で開催されました。
　当日は、協議会の会員となる農家の皆さん 33
人が参加。今後の事業計画や予算の審議のほか、
農家民宿の受け入れ準備として食品衛生講習会
を受講しました。今後も本協議会を通じて、会
員同士の情報交換や、研修会などを行っていく
予定です。

　市制施行 10 周年を記念し、市内の自然や名所
を題材にしたオリジナル切手「信州安曇野」が
日本郵便株式会社から発行されました。
　発売日前の４月 23日、市内の郵便局長などが
市役所を訪問。宮澤市長にオリジナル切手を贈呈
しました。三郷郵便局長の槙石豊さんは「10 周
年を記念し、市内郵便局が中心となり企画しまし
た。市の観光PRにもつなげたい」と話しました。
　切手は、１シート（82 円郵便切手 10 枚）、1,230
円で、中信地区の郵便局 103 局で販売されてい
ます。（3,000 シート限定販売）

4/29　第11回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会

5/5　市制施行10周年記念 第52回童謡まつり

4/25　豊科近代美術館 藤井千秋展オープニング式典

4/29　市制施行10周年記念 第32回早春賦まつり

4/9　市農家民宿連絡協議会設立総会 4/23　オリジナルフレーム切手「信州安曇野」を発行
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平
成
28
年
の
成
人
式
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
成
人
式
開
催
に
伴
い
、

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
自
ら
の
手

で
企
画
・
運
営
し
、
思
い
出
に
残
る
成

人
式
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
20

歳
前
後
で
成
人
式
を
支
援
す
る
「
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」
も
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ

●
対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
い

る
人
、
も
し
く
は
他
市
町
村
の
中
学

校
を
卒
業
後
転
入
し
、
平
成
27
年
10

月
１
日
現
在
安
曇
野
市
に
住
所
を
有

す
る
人
。
対
象
者
に
は
11
月
上
旬
に

案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

初
心
者
で
も
老
若
男
女
を
問
わ
ず
楽

し
め
、
健
康
づ
く
り
に
も
最
適
で
す
。

当
日
会
場
に
集
ま
っ
た
人
で
チ
ー
ム
を

作
り
、
試
合
で
順
位
を
決
め
ま
す
。
優

勝
チ
ー
ム
に
は
景
品
を
用
意
し
ま
す
。

●
日
程　

６
月
３
日
（
水
）
〜
３
月
の

毎
月
第
１
水
曜
日
（
７
月
は
休
止
、

３
月
の
み
第
２
水
曜
日
）

●
時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
場
所　

明
南
小
学
校
体
育
館

●
持
ち
物　

運
動
靴
、タ
オ
ル
、ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
直
接
明
南

小
学
校
体
育
館
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
キ
・
ピ
ザ
作
り
講
座

　

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
と
パ
リ
パ
リ
ピ
ザ

を
作
り
ま
す
。
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
昼

の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
９
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
正
午

●
場
所　

明
科
公
民
館 

調
理
実
習
室

●
講
師　

宮
下
慶
子
さ
ん

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
講
座
受
講

料
２
０
０
円
を
含
む
）

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
定
員　

20
人
程
度
（
抽
選
）

　

第
25
回
信
州
安
曇
野
薪
能
が
８
月
22

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
実
行
委

員
会
で
は
、仕し

ま
い舞（

能
の
一
部
を
舞
う
）・

連れ
ん
ぎ
ん吟

（
能
の
曲
の
聞
か
せ
ど
こ
ろ
を
複

数
人
で
う
た
う
）
に
出
演
す
る
小
中
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
小
中
学
生

※
練
習
へ
の
参
加
に
は
保
護
者
の
送
迎

が
必
要
で
す
。

●
練
習
日　

６
月
５
日
（
金
）・
６
日

（
土
）・７
月
24
日
（
金
）・
25
日
（
土
）・

26
日
（
日
）・
８
月
７
日
（
金
）・
８

日
（
土
）　

※
金
曜
日
は
午
後
６
時

〜
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
午
前
９
時

〜　

８
月
21
日
（
金
）
夜
は
舞
台
リ

ハ
ー
サ
ル
。
日
程
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
練
習
場
所　

明
科
公
民
館
（
予
定
）

●
講
師　

青
木
道
喜
さ
ん
（
観
世
流 

能
楽
師
）

●
そ
の
他　

出
演
者
に
は
薪
能
の
招
待

券
を
２
枚
贈
呈
し
ま
す
。
当
日
の
衣

装
（
浴
衣
・
草
履
）
は
参
加
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

６
月
１
日
（
月
）
ま
で

に
電
話
（
直
通
71
・
２
４
６
３
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

繰
り
返
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

●
期
間　

６
月
〜
12
月　

第
１
回
は
６

月
11
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
で
４
月
１
日
現
在

50
歳
以
上
の
人

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熟
年
体
育
大
学

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

●
参
加
費　

６
０
０
０
円
（
血
液
検
査

代
金
）

●
定
員　

50
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み　

５
月
28
日
（
木
）
か
ら

６
月
４
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
「
ゆ
っ
く

り
歩
き
」
と
「
は
や
歩
き
」
を
交
互
に

　

豊
科
地
域
で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
交
流
発
表
会
で
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
（
土
）　

開
場　

午
後
１
時　

開
演　

午
後
１
時
30
分

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
内
容　

▽
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
発
表

▽
全
員
合
唱
（
歌
よ
あ
り
が
と
う
、

夏
は
来
ぬ
等
）

●
入
場
料　

無
料

平
成
28
年
成
人
式
日
程
と

実
行
委
員
の
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 　

71
・
２
３
３
８

shogaigakushu@
city.azum

ino.nagano.jp
明
科
公
民
館
の
催
し

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 　

62
・
５
８
９
４

仕
舞
・
連
吟
の
出
演
者
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
４ 　

71
・
２
３
３
８

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
講
座

参
加
者
募
集（
全
13
回
）

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 　

71
・
２
３
３
８

市
制
施
行
10
周
年
記
念 

第
17
回
豊
科

地
域
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
交
流
発
表
会

豊
科
地
域
課
地
域
担
当
（
豊
科
公
民
館
）

72
・
３
１
１
１　

72
・
３
１
７
６

　

パ
ソ
コ
ン
の
使

い
方
が
よ
く
分
か

ら
な
い
と
い
う
人

は
、
こ
の
機
会
に

操
作
の
基
本
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
簡
単
な
表
の
入
っ
た
回

覧
文
書
の
作
成
で
す
。

●
日
時　

６
月
16
日（
火
）･

17
日（
水
）

･

18
日
（
木
）･

19
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

第
１
会
議
室

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ

ａ
以
降
の
パ
ソ
コ
ン
で
２
０
０
７
以

降
の
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
が
入
っ
て
い
る
も
の
を
持
参
で

き
、
４
日
間
出
席
で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
円
（
４
回
分
）、

そ
の
他
に
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
（
マ

ウ
ス
含
む
）、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

５
月
29
日
（
金
）
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

日
程
等
は
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

穂高公民館健康講座フラダンス教室
 穂高公民館内穂高地域課地域担当　　82・5970　　82・3990

　フラダンスを踊りながら軽い運動をします。有酸素運動をしながら、手話で心からストーリーを語るフラダン
スは、感性・頭脳・身体を活性化させてくれます。
●日時　６月２日、９日、16 日、23 日、30 日　各火曜日の午前 10 時～正午
●場所　穂高会館　トレーニングルーム
●講師　明

あきら

樂佳
よし こ

子さん
●定員　30 人（先着順）
●受講料　１回 200 円
●持ち物　飲み物、タオル、Ｔシャツ、スカート、筆記用具
●申し込み　５月 26 日 ( 火）午前９時から電話でお申し込みください。（受付時間：午前９時～午後５時）

●
申
し
込
み　

６
月
３
日 （
水
）・
４
日

（
木
） に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
受
付
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

ふ
る
さ
と
た
ん
け
ん
隊

「
安
曇
野
の
芸
術
と
自
然
を
探
検
」

　

青
少
年
自
然
体
験
講
座
ふ
る
さ
と
た

ん
け
ん
隊
「
安
曇
野
の
芸
術
と
自
然
を

探
検
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
27
日
（
土
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

※
明
科
公

民
館
集
合
・
解
散

●
場
所　

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
、
国

営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園(

大
町
・

松
川
地
区)

●
内
容　

缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
体
験
、
竹

巻
き
パ
ン
作
り
、
自
然
観
察

●
持
ち
物　

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
昼
食

（
パ
ン
を
作
る
の
で
簡
単
な
お
か
ず

の
み
）、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具

●
参
加
費　

５
０
０
円（
施
設
利
用
料
・

体
験
料
）

●
対
象　

市
内
小
学
生
お
よ
び
同
伴
希

望
の
保
護
者 （
１
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

25
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み　

６
月
８
日
（
月
）
〜
10

日
（
水
）
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

第
１
回
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

三
郷
公
民
館
内
三
郷
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 　

76
・
３
０
７
７

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
40

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 　

71
・
２
３
３
８

下
押
野
青せ

い
り
ゅ
う
あ
ん

柳
庵
の
石
仏
群

（
明
科
下
押
野
）

　

観
音
菩
薩
は
そ
の
身
を
33
に
変
化
さ
せ
て

衆
生
を
救
う
こ
と
か
ら
、
人
々
が
現
世
利
益

を
求
め
る
期
待
に
応
え
る
仏
様
と
し
て
広
く

信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る

と
、
観
音
菩
薩
の
霊
場
と
し
て
西
国
三
十
三

観
音
や
坂
東
三
十
三
観
音
な
ど
を
巡
礼
す
る

旅
が
人
々
の
間
で
人
気
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
巡
礼
に
行
け
な
い
人
た
ち
も
多
く
、
各

地
に
三
十
三
観
音
な
ど
を
建
て
て
、
参
詣
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
巡
礼
の
か
わ
り
と
し
ま
し

た
。

　

下
押
野
青
柳
庵
の
石
仏
群
に
は
石
造
の

三
十
四
観
音
の
ほ
か
地
蔵
菩
薩
や
庚こ

う
し
ん申

塔
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
三
十
四
観
音
は
、

保
存
状
態
も
よ
く
、
刻
ま
れ
た
番
号
と
願
主

の
名
が
読
め
ま
す
。
残
念
な
が
ら
年
号
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
願
主
の
名
か
ら
、
江
戸
時
代

末
頃
の
造
立
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

下押野青柳庵の石仏群

安曇野市教育委員会
生涯学習
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交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
（
み
ら
い･

き

ぼ
う
）
の
事
業
を
協
議
い
た
だ
く
、
運

営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、
20
歳

以
上
の
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

人
を
除
き
ま
す
。
①
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員 
②
常
勤

の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員 

③
本
市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ

る
委
員
で
あ
る
人 

④
市
税
の
滞
納

の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

２
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
29
年
６

月
末
日
ま
で

●
募
集
期
限　

６
月
10
日
（
水
）
必
着

●
申
し
込
み　

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」・「
き
ぼ
う
」
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、小
論
文
を
添
え
て
、持
参
・
郵
送
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。
な

お
、
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。
関
係
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
小
論
文
テ
ー
マ
「
市
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
う
べ
き
鑑
賞
事
業
・
体
験

型
の
事
業
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字

以
内
、
書
式
自
由
）

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
番
地
２

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

内
図
書
館
交
流
課

　

tosh
ok
an
k
ory

u
@
city

.
azum

ino.nagano.jp

重
文
「
曽
根
原
家
住
宅
」

　

次
の
日
程
で
国
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
「
曽
根
原
家
住
宅
」
を
無
料
公
開
し

ま
す
。
曽
根
原
家
住
宅
は
中
信
地
区
特

有
の
本ほ

ん
む
ね
づ
く
り

棟
造
で
最
古
級
の
建
造
物
と
し

て
、
昭
和
48
年
に
重
文
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
見
学
を
希
望
す
る
人
は
、

直
接
「
曽
根
原
家
住
宅
」（
穂
高
有
明

１
６
３
２　

83
・
２
３
５
９
）
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
公
開
日　

５
月
20
日
、
６
月
17
日
、

７
月
１
日
、
９
月
９
日
、
10
月
21
日
、

12
月
２
日
、３
月
17
日
（
各
水
曜
日
）

※
開
館
時
間　

４
月
〜
９
月
は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
、
10
月
〜
３
月
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
、
１
〜
２
月
は

冬
季
休
館
で
す
。

光こ
う
き
ゅ
う
じ

久
寺
の
県
宝

　

次
の
日
程
で
光
久
寺
の
県
宝
「
木
造

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
募
集

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

81
・
３
１
１
１ 　

82
・
０
９
６
６

文
化
財
無
料
公
開
の
お
知
ら
せ

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 　

71
・
２
３
３
８

日
光
菩
薩
立
像
・
月
光
菩
薩
立
像
」、

県
宝
「
光
久
寺
薬
師
堂
」
を
公
開
し
ま

す
。
県
宝
「
木
造
日
光
菩
薩
立
像･

月

光
菩
薩
立
像
」
は
室
町
時
代
の
作
で
、

善
光
寺
仏
師
妙
海
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
を
希
望
す

る
人
は
、公
開
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

文
化
課
文
化
財
保
護
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
公
開
日　

６
月
20
日
、
７
月
18
日
、

８
月
15
日
、
９
月
19
日
、
10
月
17
日
、

11
月
21
日
、
12
月
19
日
、
１
月
16
日　

２
月
20
日
、
３
月
19
日
（
毎
月
第
３

土
曜
日
）

曽根原家住宅木造日光菩薩立像・月光菩
薩立像

東京藝術大学・市中学校吹奏楽部　合同コンサート開催
 文化課文化振興係　　71・2463　　71・2338

　東京藝術大学による中学生への楽器演奏指導事業の成果発表として演奏会を開催します。
●日時　６月６日（土）午後０時 45 分 開場、午後１時 15 分 開演（午後３時終了予定）
●出演　市中学校吹奏楽部リーダーズバンド、三郷中学校吹奏楽部、
　　　　東京藝術大学音楽学部器楽科
●場所　穂高会館　講堂
●入場料　無料（予約不要）、全席自由
●演奏予定曲　「サウンド・オブ・ミュージック」「天空の旅～吹奏楽のための譚詩」
　　　　　　　（合同演奏）ほか

　

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
こ
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り

の
写
真
絵
本
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
ペ
ー

ジ
の
松
葉
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
写
真
に
始
ま

り
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
森
の
中
の
小
さ
な
花
や

虫
た
ち
が
一
緒
に
仲
良
く
写
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
の

で
す
が
、
そ
こ
に
添
え
て
あ
る
や
さ
し
い
言

葉
が
素
敵
で
す
。

み
ん
な
だ
れ
も
が
ち
が
う
も
の
ど
う
し

ひ
と
り
の
だ
れ
か
と
ひ
と
り
の
だ
れ
か

ひ
と
り
ひ
と
り
が
い
る
か
ら
い
っ
し
ょ

・
・
・

め
に
み
え
る
も
の　

み
え
な
い
も
の

す
ぐ
ち
か
く
に
も　

ず
っ
と
ず
っ
と

と
お
く
に
も

ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
だ
よ
・
・
・

　

頑
張
っ
て
い
る
毎
日
に
疲
れ
た
時
、
こ
の

本
を
手
に
し
て
も
ら
え
た
ら
、
自
分
が
一
人

だ
け
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
少
し

は
楽
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
は
だ
れ
と
い
っ
し
ょ
か
な
？

お
す
す
め
の
一
冊

い
っ
し
ょ
だ
よ

小
寺
卓
矢　

写
真
・
文

紹介する人
福冨みどりさん
  （豊科・本村）

６月の図書館イベント

1940 年 アメリカ <上映時間　100 分 >
●日時　12日（金）開場18：30  上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　24日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　24日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら

おはなしのへや
３・10・24日（各水曜日）
　　　　  10：30～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
おはなしのへや
13日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
多目的室
19日（金） 11：00～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
多目的室
19日（金） 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
三郷公民館児童室
13日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
児童コーナー
16日（火） 10：30～（乳幼児対象）

      16 日（火） 16：30～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会

おはなしの部屋
27日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

　

手
作
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
内　

グ
ル
ー
プ
研
究
室

●
講
師　

野
澤
は
づ
き
さ
ん

●
対
象　

小
学
生
以
上
〜
一
般

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

５
月
26
日
（
火
）
か
ら

中
央
図
書
館
へ
電
話
か
窓
口
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

第
１
回
中
央
図
書
館
講
座

キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
ろ
う
！

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 　

84
・
０
１
１
６

　

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
で
布
の
し
お
り
を

作
り
ま
す
。
自
分
だ
け
の
し
お
り
で
読

書
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　

き
ぼ
う
「
学
習
室
」

●
講
師　

横
山
美
和
さ
ん

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

●
申
し
込
み　

５
月
26
日
（
火
）
か
ら

図
書
館
窓
口
・
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
）

豊
科
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

刺し
し
ゅ
う繍

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作
ろ
う

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 　

73
・
１
８
０
１

　

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
下
絵
を

切
っ
て
味
わ
い
深
い
切
り
絵
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
10
日（
水
）・
17
日（
水
）・

24
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室

●
講
師　

下
川
泰
秀
さ
ん

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー

●
申
し
込
み　

５
月
26
日
（
火
）
の
午

前
10
時
か
ら
明
科
図
書
館
窓
口
、
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

第
３
回
明
科
図
書
館
ひ
ま
わ
り

講
座
切
り
絵

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 　

62
・
１
１
２
４

安曇野市教育委員会
生涯学習・図書館
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講
座
開
講
「
本
当
に
初
め
て
の
古
文
書

―
貞
享
騒
動
を
読
も
う
」

　

江
戸
仮
名
か
ら
始
め
る
、
初
心
者
に

も
楽
し
い
古
文
書
の
基
礎
講
座
で
す
。

貞
享
騒
動
の
古
文
書
読
解
に
も
挑
戦
し

ま
す
。

●
日
時　

６
月
６
日
、
20
日
、
７
月
４

日
、
25
日
、
９
月
12
日
、
26
日
、
10

月
17
日
、
31
日

※
各
回
と
も
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
場
所　

貞
享
義
民
記
念
館　

研
修
室

●
講
師　

青
木
教
司
さ
ん
（
元
松
本
城

管
理
事
務
所
研
究
専
門
員
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

資
料
代
の
み

●
申
し
込
み　

５
月
27
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

義
民
を
た
ず
ね
て
⑮

「
水
引
の
里 

飯
田
・
紙
問
屋
騒
動
と

紙
産
業
の
歴
史
」
受
講
者
募
集

　

文
化
６
年
飯
田
藩
で
起
き
た
紙
問
屋

騒
動
と
、
伝
統
産
業
で
あ
る
紙
の
生
産

と
流
通
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

６
月
12
日(

金)　

午
前
８

時
15
分
集
合
、
午
後
５
時
30
分
解
散

貞
享
義
民
記
念
館
の
催
し

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 　

77
・
７
５
５
１

研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

82
・
０
７
６
９

《
美
術
館
・
博
物
館
》

市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の

皆
さ
ん
は
入
館
無
料
で
す

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
３ 　

71
・
２
３
３
８

●
集
合
場
所　

記
念
館
ロ
ビ
ー

●
見
学
地　

飯
田
市
歴
史
研
究
所
、鳩
ヶ

嶺
八
幡
宮
、
東
照
寺
他
飯
田
市
内

●
講
師　

伊
坪
達
郎
さ
ん
（
飯
田
市
歴

史
研
究
所
調
査
研
究
員
）、
木
船　

清

さ
ん
（
貞
享
義
民
記
念
館
講
座
講
師
）

●
定
員　

30
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

１
４
０
０
円
（
昼
食
代
を

含
む
）

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
雨
具
、
資
料
な
ど

●
申
し
込
み　

５
月
31
日
（
日
）
ま
で

に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
抽
選
の
結
果
は
、
６

月
４
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
者
全
員

に
連
絡
し
ま
す
。

　

中
学
生
以
下
に
加
え
て
、
市
内
在
住

の
満
70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
入
館
も
無

料
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
施
設
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
受
付
で
証
明
す
る
も

の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）。

豊
科
郷
土
博
物
館
、豊
科
近
代
美
術
館
、

田
淵
行
男
記
念
館
、
髙
橋
節
郎
記
念
美

術
館
、
穂
高
郷
土
資
料
館
、
臼
井
吉
見

文
学
館
、
貞
享
義
民
記
念
館
、
飯
沼
飛

行
士
記
念
館
、
穂
高
陶
芸
会
館

第15回豊科近代美術館　バラ祭り
 豊科近代美術館　　73・5638　　73・6320

　美術館庭園に咲くおよそ 500 種 1000 本のバラが５月下旬から６月上旬にかけて見頃を迎えます。期間中は各
種イベントを開催します。ぜひ春の特別展「藤井千秋展～美術館はオトギノクニ～」とあわせてお楽しみください。
●開催期間　５月 30 日（土）～６月７日（日）
【イベント情報】
バラの苗販売
　美術館バラ園にてバラの苗・山野草・各種鉢植え・陶器などを販売します。
●日時　５月 30 日（土）、31 日（日）午前９時～
●場所　美術館バラ園
バラ祭りコンサート
●日時　６月６日 ( 土 )　午後１時 30 分開場　午後２時～３時 30 分
●会場　美術館多目的ホール
●料金　無料（入館券が必要です。）
●申し込み　不要
●出演　三宅百合子さん（グランドハープ）鵜飼真弓さん（アイリッシュハープ）
バラの手入れ講習会
●日時　６月７日（日）午後１時 30 分～２時 30 分
●場所　美術館バラ園
●申し込み　不要
●講師　古幡正夫さん、久保田エミ子さん（友の会バラ研究会）
実物大「ドールハウス風」撮影スポット
バラ祭り開催期間中の晴天日にバラと西洋家具と衣装（女の子用ドレス）で写真撮影をしませんか。
●場所　美術館西庭園

　

安
曇
野
の
縄
文
時
代
を
楽
し
く
学
び

な
が
ら
、
縄
文
土
器
作
り
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
じ
っ
く
り
乾
燥
さ
せ
た

土
器
は
、
秋
に
は
縄
文
時
代
と
同
様
に

１
日
か
け
て
野
焼
し
ま
す
。
小
中
学
生

や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時
・
会
場

　

第
１
回　

６
月
６
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
鐘
の
鳴
る
丘
集
会

所
）

　

第
２
回　

10
月
４
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
穂
高
郷
土
資
料
館

駐
車
場
）
※
雨
天
時
は
10
月
31
日

●
内
容　

第
１
回　

縄
文
時
代
に
つ

い
て
の
学
習
と
土
器
作
り　

第
２
回　

乾
燥
さ
せ
た
土
器
を
野
焼
き

●
講
師　

矢
口
健た

け

陽ひ

こ児
さ
ん

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
校
低
学
年
ま
で
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
）

●
服
装　

汚
れ
て
も
良
い
動
き
や
す
い

服
装

●
持
ち
物　

汚
れ
て
も
良
い
タ
オ
ル
・

昼
食
と
飲
み
物

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

縄
文
土
器
を
作
ろ
う
！
受
講
者
募
集

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 　

72
・
７
７
７
２

●
申
し
込
み　

５
月
24
日
（
日
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
豊
科
郷
土
博
物
館

窓
口
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
受
付
後
、
受
講
料
を
窓
口
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
開
館
）
祝
日
の
翌
日

『
テ
ラ
コ
ッ
タ
彫
塑
制
作
』

　

テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土
を
使
っ
た
首
像
の

制
作
講
座
で
す
。
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
対
象
と
し
た
講
座
で
、
骨
組
み
か

ら
粘
土
付
け
、
構
成
ま
で
の
課
程
で
立

体
造
形
の
見
る
目
を
養
い
デ
ッ
サ
ン
力

を
身
に
付
け
ま
す
。

●
日
時　

６
月
９
日
、
16
日
、
23
日
、

30
日
、
７
月
７
日
、
14
日
、
28
日
の

各
火
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

●
講
師　

柳
沢　

廣
さ
ん

●
参
加
費　

６
０
０
０
円
【
粘
土
、
モ

デ
ル
代
込
み
】

●
定
員　

10
人

●
持
ち
物　

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
筆
記

用
具
、
ふ
た
付
き
ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
古

タ
オ
ル
、
シ
ュ
ロ
縄
な
ど

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
研
修

室
Ⅱ

手
軽
に
で
き
る
銅
版
画
入
門

　

簡
単
な
エ
ッ
チ
ン
グ
の
技
法
を
使

い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
表
現
を

楽
し
み
ま
す
。

●
日
時　

６
月
７
日
、
28
日
、
７
月
12

日
、
26
日
の
各
日
曜
日　

午
前
９
時

〜
正
午

●
講
師　

荻
久
保
春
雄
さ
ん

●
参
加
費　

４
０
０
０
円
【
銅
板
、
材

料
費
込
み
】

●
定
員　

10
人

●
持
ち
物　

Ａ
５
サ
イ
ズ
の
図
案
（
下

絵
）、
筆
記
用
具
、
カ
ッ
タ
ー
、
ニ
ー

ド
ル
、新
聞
紙
、ウ
エ
ス
、軍
手
、キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
研
修

室
Ⅱ

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座
展

　

昨
年
度
の
研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座
で

制
作
さ
れ
た
絵
画
、
彫
刻
、
子
ど
も
美

術
教
室
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
29
日
（
金
）
〜
６
月
２

日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
入
場
料　

無
料

【
各
催
し
共
通
事
項
】

●
申
し
込
み
・
問
い

　

合
わ
せ　

碌
山
公

　

園
研
成
ホ
ー
ル

日  ＝日時　場  ＝場所　定  ＝定員　対  ＝対象者　費  ＝費用　持  ＝持ち物
申  ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　時  ＝時間

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

フォークダ
ンス初心者
講習会

　やさしく楽しく踊れる
フォークダンスを数曲紹介
します。１回だけでも途中
からの参加もできます。

日：６月３日、10日、17日、24日、
　   ７月１日　毎週水曜日（全 5回）
時：午後１時 30分～４時
場：穂高会館講堂

定：20人
費：１回 200円
※運動のできる服装、
室内履き、飲み物

申：当日会場にてお申し込みくだ
さい。

問：穂高フォークダンスクラブ
清水晴子さん（ 82・2091）

護身術講習
会

　万一に備え、護身術を
学んでみませんか。安曇
野警察署員が指導しま
す。運動のできる支度で
お集まりください。

日：夏季講習７月 18日（土）
　　春季講習平成28年3月5日（土）
時：午後７時～９時
場：穂高西中柔剣道場

対：中学生以上
定：40人
費：300円

申・問：柿本聡さん（体協柔道部）
090·4158･7187）　市体協

事務局　 88·3516　夏季：
６月１日～７月１日、春季：
平成28年２月１日～28日

施設のイベント
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公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の
特
別
徴
収

65
才
以
上
で
、
公
的
年
金
を
受
給
し
、
市
県
民
税
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
市
県
民
税
が 

天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
県
民
税
全
体
の
う
ち
、
公
的
年
金

所
得
に
係
る
部
分
を
特
別
徴
収
す
る
制
度
で
す
。
納
付
す
る
１
年

間
の
税
額
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。（
本
人
の
意
思
に
よ
る
選
択
や

停
止
は
で
き
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

問
市
民
税
課
市
民
税
担
当　

71
・
２
４
８
５　

72
・
２
０
６
５

特
別
徴
収
の
対
象
者

　

市
県
民
税
を
納
め
て
い
る
人
の
う

ち
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
が
対

象
で
す
。

▽
４
月
１
日
現
在
で
65
才
以
上
の
人

▽
前
年
中
の
公
的
年
金
の
所
得
に
係
る

市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

▽
老
齢
等
の
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
の
人

▽
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
人

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
の
支
払
い
の

み
受
け
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

初
年
度
と
２
年
目
以
降
の

徴
収
方
法
の
違
い

　

初
年
度
（
再
開
含
む
）
の
場
合
は
表

１
の
と
お
り
、
２
年
目
以
降
継
続
の
場

合
は
表
２
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　

初
年
度
の
場
合
は
、
年
税
額
の
半
分

を
普
通
徴
収(

納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替)

に
よ
り
、
６
月
、
８
月
に
納
付
し
、

残
額
を
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
よ
り

10
月
、
12
月
、
２
月
の
３
回
で
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●表１　公的年金から市県民税が新たに特別徴収になる人（初年度）

徴 収 税 額
（例）年税額
12万の場合

普通徴収（納付書または口座振替）
第１期（６月） 第２期（８月） 第３期（10月） 第４期（１月）
３万円 ３万円 0円 0円

特別徴収 ( 年金から天引き )

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 平成 28年
２月

0 0 0 ２万円 ２万円 ２万円

徴 収 方 法

公的年金に係る市県民税は、納期
ごとに納付書か口座振替で納付(年
税額の半分を２回に分けて納付 )

第１期、２期に納付した分を差し
引いた残りの額を３回に分けて公
的年金の支払い月に特別徴収で納
付

●表２　２年目以降の人

徴 収 税 額
（例）年税額
15万の場合

特別徴収 ( 年金から天引き )

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 平成 28年
２月

２万円 ２万円 ２万円 ３万円 ３万円 ３万円

徴 収 方 法

前年度２月分は２万円であったの
で同じ額を３回、公的年金の支払
い月に仮特別徴収で納付

４月・６月・８月で仮特別徴収し
た分を差し引いた残りの額を３回
に分けて公的年金の支払い月に特
別徴収で納付

●表３　年税額をいくつかの方法に
　分けて納めます

主なパターン 徴収方法

1 ・公的年金などの所得のみ
・公的年金からの特
別徴収のみ

2
・公的年金などの所得
・給与所得（天引きの
場合）

・公的年金からの特
別徴収　※注１

・給与から特別徴収

3

・公的年金などの所得
・その他所得（営業・
農業・不動産など、
または給与所得で
天引きしていない場
合）

・公的年金からの特
別徴収

・納付書または口座
振替による納付

4

・公的年金などの所得
・その他所得（営業・
農業・不動産など）

・給与所得（天引きの
場合）

・公的年金からの特
別徴収

・納付書または口座
振替による納付

・給与から特別徴収

※注１　年金からの特別徴収が初年度で、ほかに給与所得
（市県民税を給与から天引き）がある人は、年金所得分の
市県民税の年税額の２分の１を納付書または口座振替で
納付していただくため、徴収方法が３種類となります。

（
２
年
目
以
降
の
人
）

非
課
税
の
人
も
４
・
６
・
８
月
分
は

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す

　

昨
年
度
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
た
人
で
、
平
成
27
年
度
の
市
県
民

税
が
非
課
税
に
な
っ
た
人
も
２
月
に
徴

収
さ
れ
た
額
と
同
額
を
４
月
、
６
月
、

８
月
も
引
き
続
き
仮
特
別
徴
収
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

仮
特
別
徴
収
し
た
４
月
、
６
月
、
８

月
分
は
後
日
還
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

確
認
後
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

公
的
年
金
の
ほ
か
に
、
農
業
や
不

動
産
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
場

合
の
納
付
方
法

　

農
業
や
不
動
産
な
ど
の
事
業
所
得
に

係
る
市
県
民
税
の
納
付
方
法
は
今
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お
願
い
し
ま
す 

（
徴
収
方
法
は
表
３
を
参
照
）。

　

い
く
つ
か
の
方
法
に
分
か
れ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
納
め
る
総
額

（
年
税
額
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

平成 27年度（26 年中の所得）
所得証明書の発行

　所得証明書の発行を希望される場合は、市民税課ま
たは市民課、もしくは各支所地域課窓口で申請してく
ださい。27 年度の所得証明書は、平成 27 年 1 月 1 日
に市内に住所を有し、市県民税の申告などがある場合
に発行されます。同居の親族以外の人が申請する場合
には委任状が必要です。
●発行開始予定日　6月 10 日 ( 水 )
●交付手数料　1通 300 円
●持ち物　本人確認ができるもの（運転免許証など）
問 市民税課諸税係　 71・2484　 72・2065

市県民税の納付をお忘れなく

　本年度分の市県民税の納税通知書は、６月９日 ( 火 )
に発送予定です。納期限までに納付してください。金
融機関や各支所地域課窓口、コンビニエンスストアで
納付できます。口座振替をご利用の場合は、納期限ま
でに預金残高の確認をお願いします。
　市県民税は、平成 27 年１月１日現在で市内に住所
があった人に課税されます。

市県民税の納期限
第 1期 6 月 30 日（火）

第 2期 8 月 31 日（月）

第 3期 11 月 2 日（月）

第 4期 平成 28 年 2 月 1 日（月）

問 市民税課市民税担当　 71・2485　 72・2065

自動車税は
６月１日（月）までに納めましょう

　自動車税は、4月 1 日に自動車を所有している人に
課税されます。自動車税は納税通知書により金融機関、
郵便局、コンビニエンスストアまたは地方事務所税務
課で納付してください。
　また、「納税証明書」は継続検査（車検）時に必要
となりますので、大切に保管しておきましょう。
　なお、所有していない自動車の納税通知書が届いた
り、身体障がい者等の減免を受けたい等のご相談は、
松本地方事務所税務課までお問い合わせください。

問 松本地方事務所税務課　 40・1905　 47・7820
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子
ど
も
の
た
め
の

３
つ
の
手
当
て
の
申
請
を

問 

本
子
ど
も
支
援
課
児
童
係

（

71
・
２
２
５
５　

71
・
５
０
０
０
）

　
「
児
童
手
当
現
況
届
」、「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」、「
子
育
て
応
援

手
当
」
の
申
請
書
を
支
給
対
象
と
な
る

見
込
み
の
人
へ
送
付
し
ま
す
。
期
限
ま

で
に
子
ど
も
支
援
課
窓
口
（
１
階
16
番

窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
へ
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
児
童
手
当
現
況
届
」

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
毎
年

６
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

●
提
出
書
類　

申
請
書
。
添
付
書
類
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
奨
学
金
を
申
請
す
る
人
は
支
給
日
頃

に
発
送
す
る
支
払
通
知
書
が
、
児
童

手
当
の
証
明
書
と
な
り
ま
す
。
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
応
援
手
当
申
請
書
」

　

本
年
度
か
ら
市
独
自
の
手
当
と
し
て

多
子
世
帯
に
対
し「
子
育
て
応
援
手
当
」

の
支
給
を
し
ま
す
。
市
内
に
住
所
を
有

す
る
第
２
子
以
降
の
児
童
（
同
一
の
保

護
者
等
に
養
育
さ
れ
て
い
る
第
１
子
が

18
歳
未
満
に
限
る
）
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
等
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
４

月
１
日
現
在
、
小
学
校
就
学
前
の
児

童
の
保
護
者
等

②
認
定
子
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所

（
認
可
外
保
育
所
を
含
む
）、
そ
の
他

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
（
入
園
）
し

て
い
な
い
児
童
の
保
護
者
等

●
申
請
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

●
支
給
額　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
月

額
３
千
円

●
支
給
時
期　

書
類
審
査
終
了
後
、
11

月
以
降
順
次
支
給
予
定
（
年
２
回
支

給
・
６
カ
月
分
）

●
提
出
書
類　

申
請
書

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請

書
」

　

本
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
す

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間　

６
月
５
日
（
金
）
〜
９

月
７
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

●
支
給
額　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き

３
千
円
（
１
回
限
り
）

●
支
給
時
期　

書
類
審
査
終
了
後
、
10

月
以
降
順
次
支
給
予
定

●
提
出
書
類　

申
請
書

※
児
童
手
当
を
勤
務
先
で
受
給
し
て
い

た
公
務
員
の
人
は
、
①
勤
務
先
か
ら

配
布
さ
れ
る
申
請
書
、
②
指
定
し
た

口
座
の
確
認
で
き
る
書
類
の
２
点
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
が
９
月
以

降
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

後
日
発
行
す
る
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹　

71
・
５
０
０
０

（
各
支
所
地
域
課
・
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

広告欄　広告内容についてのお問い合わせは広告主までお願いします。広告欄　広告内容についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

市
営
住
宅
お
よ
び
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

問 

本
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

71·

２
２
４
５　

71·

３
１
７
６
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

●
募
集
内
容

▽
柳
瀬
団
地
（
明
科
中
川
手
）

１
戸
【
３
Ｄ
Ｋ　

２
階
建
メ
ゾ
ネ
ッ

ト
タ
イ
プ
】

▽
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

１
戸
【
２
Ｄ
Ｋ　

１
階
】

▽
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）

１
戸
【
３
Ｄ
Ｋ　

平
屋
】

（
身
体
障
が
い
者
世
帯
用
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
〜
４
級
を
お
持
ち
の
人
が
い

る
世
帯
が
対
象
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

８
月
１
日
（
土
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

①
同
居
親
族
が
あ
る
②
住
宅
に
困
っ

て
い
る
③
所
得
額
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

●
申
し
込
み　
５
月
20
日
（
水
）
か
ら

「
入
居
申
込
書
」と「
入
居
申
込
案
内
」

を
建
築
住
宅
課
・
住
宅
係
（
２
階
15

番
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、

入
居
申
込
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
各
支
所
地
域
課
窓
口
で
入

手
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
間　

６
月
11
日
（
木
）
〜
19

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
。（
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
）

※
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
各
支
所

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
中
堅
所
得
者
向

け
）
の
入
居
者
募
集

●
募
集
内
容

▽
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

４
戸
【
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
階
１
戸
・
２

階
３
戸
】

家
賃
は
５
万
円
〜
７
万
２
千
円(

所

得
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す)

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

①
同
居
親
族
が
あ
る
②
住
宅
に
困
っ

て
い
る
③
所
得
額
が
基
準
に
該
当
す

る
④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
⑤

申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

●
申
し
込
み　

常
時
、
建
築
住
宅
課
住

宅
係
（
２
階
15
番
窓
口
）
に
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
建
築
住
宅
課
窓
口
に
備
え
付

け
の
「
入
居
申
込
書
」
と
「
入
居
申

込
案
内
」
に
、
添
付
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

各
支
所
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん)

そ
の
他
（
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
）

　

市
営
住
宅
お
よ
び
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
入
居
手
続

き
の
際
に
次
の
要
件
を
満
た
す
連
帯
保

証
人
２
人
の
選
定
が
必
要
で
す
。

①
未
成
年
者
で
な
く
、
65
歳
以
下
で

あ
る
こ
と
②
成
年
後
見
人
ま
た
は
被

保
佐
人
で
な
い
こ
と
③
連
帯
保
証
人

そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
の
生
計
を
営
み
、

入
居
者
と
同
程
度
の
収
入
が
あ
る
こ

と
（
所
得
額
で
１
５
０
万
円
以
上
）

④
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
⑤
税

金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

本 市役所本庁舎　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター
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応
急
手
当
講
習
会

問 

本
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72·

６
７
６
９
㈹ 

72·

６
７
３
９
）

　

大
切
な
人
に
も
し
も
の
事
が
あ
っ
た

時
、
皆
さ
ん
が
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

で
救
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

　

成
人
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
法
、
外
傷
の
応
急
手
当

等
を
学
ぶ
３
時
間
の
講
習
で
す
。

上
級
救
命
講
習

　

乳
幼
児
、
小
児
、
成
人
を
対
象
と
し

た
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
法
、

外
傷
の
応
急
手
当
、
患
者
の
搬
送
法
等

を
学
ぶ
８
時
間
の
講
習
で
す
。

応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
会

　

事
業
所
や
自
主
防
災
会
な
ど
で
開
催

す
る
普
通
救
命
講
習
で
、
応
急
手
当
を

広
く
普
及
す
る
た
め
の
指
導
者
を
養
成

す
る
３
日
間
の
講
習
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
事
前
学
習
を
し
て
い
た
だ
き
、

実
技
を
後
日
受
講
し
普
通
救
命
講
習
と

同
様
の
資
格
を
取
得
す
る
講
習
等
が
あ

り
ま
す
。

　

講
習
会
の
開
催
日
に
つ
い
て
は
、
後

日
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

豊
科
消
防
署
（

72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（

82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（

78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（

62
・
２
９
９
２
）

ま
た
は
松
本
広
域
消
防
局
警
防
課

（

25
・
１
６
９
９
）

ス
ト
ッ
プ
！
消
費
者
被
害

〜
正
し
い
知
識
で
賢
い
消
費
者
に
〜

問 

本
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71·

２
４
９
６　

72·

３
１
７
６
）

　

今
年
に
入
っ
て
県
内
で
確
認
さ
れ
た

特
殊
詐
欺
の
被
害
額
は
、
３
月
末
ま
で

に
２
億
円
を
超
え
、
依
然
と
し
て
高
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

お
金
を
渡
し
た
り
送
っ
た
り
す
る
前

に
は
、
必
ず
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
、
５
つ
の
心
得

①
は
っ
き
り
断
る

②
う
ま
い
話
は
ま
ず
疑
う

③
気
軽
に
財
産
の
内
容
を
教
え
な
い

④
署
名
、
押
印
は
う
か
つ
に
し
な
い

⑤
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相

談
す
る

　

平
成
26
年
度
中
に
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
相
談
を
受
理
し
た
件
数
は

１
４
３
件
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
通
信
販
売
60
件
、
電

話
勧
誘
販
売
27
件
、
訪
問
販
売
23
件
・

店
舗
販
売
15
件
・
そ
の
他
18
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
多
い
相
談
は
、「
架

空
請
求
（
覚
え
の
な
い
料
金
請
求
）」

と
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
利
用
料

金
の
ト
ラ
ブ
ル
」
で
す
が
、最
近
は
「
還

付
金
詐
欺
」
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

71
・
２
１
０
０
（
直
通
））

（
携
帯 

０
９
０
・５
２
０
３
・
２
０
１
１
）

安
曇
野
警
察
署
（

72
・
０
１
１
０
）

世
界
禁
煙
デ
ー
に
つ
い
て

問 

本
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

71·

２
４
７
１　

71·

２
３
２
８
）

　

毎
年
５
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
定
め
る「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

で
あ
り
、
日
本
で
は
５
月
31
日
か
ら
６

月
６
日
ま
で
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。
禁
煙
を
す
る
と
次
の
よ
う
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
禁
煙

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

禁煙するとこんな効果があります

2 ～ 3 週間後 心機能が改善する / 肺機能が回復する

1～ 9カ月後 咳・息切れ・疲れやすさが改善される

１年後 上昇していた心筋梗塞等のリスクが半減する

５年後 脳卒中のリスクが非喫煙者と同じレベルになる

10 年後 肺がん死亡率が喫煙者の半分になる

15 年後 心筋梗塞等のリスクが非喫煙者と同じになる
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中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
派
遣
事
業
帰
国
報
告
会

問 

本
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

71
・
２
４
６
０　

71
・
２
３
３
８
）

　

本
年
３
月
21
日
か
ら
30
日
の
10
日
間

実
施
し
た
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
派
遣
事
業
の
帰
国
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
し
た
中
学
生
12
人
よ
り

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の

貴
重
な
体
験
を
報
告
す
る
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

問 

本
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
４
０
１　

71
・
５
１
５
５
）

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発

電
用
施
設
の
立
地
地
域
や
周
辺
地
域
で

行
わ
れ
る
公
共
施
設
の
整
備
や
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市

内
に
は
10
カ
所
の
発
電
用
施
設
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、

１
１
２
７
万
１
０
０
０
円
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
が
交
付
さ
れ
、
市
内

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
活

用
し
ま
し
た
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
福
岡
線
複
便

化
利
用
促
進
助
成
金
交
付
制
度

問 

本
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３　

72
・
１
３
４
０
）

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進

協
議
会
で
は
、
空
港
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
往
復
で
福
岡
便
を
利
用
す
る

人
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
搭
乗
期
間　

３
月
29
日
〜
６
月

30
日

●
助
成
金
額　

２
人
以
上
の
利
用
で
１

人
あ
た
り
往
復
５
千
円

●
申
請
期
日　

７
月
10
日
（
金
）
ま
で

●
申
請
方
法　

搭
乗
後
、
申
請
書
に
人

数
分
の
搭
乗
券
の
半
券
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先　

観
光
交
流
促
進
課
（
３
階

1
番
窓
口
）

※
信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進

協
議
会
加
盟
の
旅
行
代
理
店
で
空
港

券
類
を
購
入
し
た
場
合
は
、
旅
行
代

理
店
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

▽
団
体
券
は
対
象
外
で

す
▽
予
算
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切

り
ま
す
▽
福
岡
便
を
往
復
で
利
用
し

た
場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他　

申
請
書
は
観
光
交
流
促
進

課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

問 

本
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３　

71
・
２
３
２
８
）

　

今
日
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

ご
遺
族
に
支
給
し
ま
す
。
第
10
回
特
別

弔
慰
金
は
、
償
還
額
を
年
５
万
円
に
増

額
し
、
５
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
し
ま

す
。

●
支
給
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
に
お
い
て
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
人
。

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

（
１
）
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

人
（
２
）
戦
没
者
等
の
子
（
３
）
戦

没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹
（
４
）
以
上
の
（
１
）
か

ら
（
３
）
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
４
月
２
日

※
請
求
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
第
10
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
請
求
先　

長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担

当
窓
口
（
１
階
13
番
窓
口
）

※
な
お
、
平
成
32
年
４
月
１
日
を
基

準
日
と
す
る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
32
年
４
月
１
日
か
ら
請
求

の
受
け
付
け
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
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安
曇
野
市
役
所
職
員
の
募
集

問 

本
職
員
課
職
員
担
当

（

71·

２
４
０
５　

 

71·

５
１
５
５
）

　

平
成
28
年
４
月
採
用
の
市
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
程
お
よ
び
試
験
内
容　

１
次
試

験
６
月
28
日
（
日
）　

教
養
試
験
お

よ
び
専
門
試
験
、
２
次
試
験
７
月
下

旬　

面
接
試
験
、
小
論
文
試
験
お
よ

び
適
性
検
査
、
３
次
試
験
８
月
下
旬 

理
事
者
面
接
試
験

●
受
験
申
込　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

５
月
25
日
（
月
）
〜
６

月
８
日
（
月
）

「
潮
沢
い
い
と
こ
ろ
発
見
！

写
真
展
」
の
開
催

問 

本
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71·

２
４
９
２　

 

72·

３
１
７
６
）

　
「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
な
ど
を
紹
介
す
る
た
め
、
明

科
地
域
潮
沢
区
に
関
わ
る
風
景
写
真
展

を
行
い
ま
す
。

●
応
募
期
間　

５
月
20
日
（
水
）
〜
６

月
15
日
（
月
）
必
着

●
応
募
条
件
等　
▽
平
成
26
年
４
月
以

降
に
、
明
科
地
域
潮
沢
区
周
辺
で
撮

影
し
た
作
品
▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
２
Ｌ

版
以
上
▽
応
募
枚
数
は
制
限
な
し
▽

画
像
の
合
成
、
加
工
は
不
可
▽
電
子

デ
ー
タ
の
場
合
は
メ
ー
ル
で
送
付
す
る

か
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
な
ど
に
保
存
し
、
郵
送

●職員募集内容
試験区分 採用予定

人　　員 受　験　資　格

行　政 16人程度
昭和 55 年 4 月 2 日から
平成 6年 4月 1 日までに
生まれた人で、大学卒業
程度の学力を有する人

土　木 ２人程度

昭和 55 年 4 月 2 日から
平成 6年 4月 1 日までに
生まれた人で、大学卒業
程度の学力を有し、土木
の専門課程を卒業または
平成 28年 3月 31日まで
に卒業見込みの人

建　築 １人程度

昭和 55 年 4 月 2 日から
平成 6年 4月 1 日までに
生まれた人で、大学卒業
程度の学力を有し、建築
の専門課程を卒業または
平成 28年 3月 31日まで
に卒業見込みの人

保健師 ２人程度

昭和 55 年 4 月 2 日以降
に生まれた人で、保健師
の資格を有する人（平成
28年春の国家試験で当該
免許を取得する見込みの
人を含む）

管理栄養士 １人程度

昭和 55 年 4 月 2 日以降
に生まれた人で、管理栄
養士の資格を有する人（平
成 28 年春の国家試験で
当該免許を取得する見込
みの人を含む）

ま
た
は
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
▽

デ
ー
タ
容
量
が
５
メ
ガ
バ
イ
ト
を
超
え

る
場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
付
で
き
ま
せ

ん
▽
人
物
が
特
定
で
き
る
写
真
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
▽
応
募
し
た
写
真
・
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
▽
応

募
者
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・
メ
ー
ル

ま
た
は
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
環

境
課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

●
展
示　

６
月
28
日
（
日
）
け
や

き
の
森
自
然
園
で
展
示
し
ま
す
。

kankyou@
city.azum

ino.
nagano.jp

男
性
の
料
理
教
室

問 

明
科
保
健
セ
ン
タ
ー

（

81·

２
２
５
１　

 

81·

２
９
４
３
）

　

男
性
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

●
場
所　

明
科
公
民
館
調
理
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
男
性

●
募
集
人
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

５
月
25
日
（
月
）
〜
６

月
５
日
（
金
）
ま
で

●
材
料
費　

１
０
０
円

守ろう！電波のルール5月 31 日（日）は市内一斉清掃の日

　６月 1日から 10 日は、電波利用環境保護周知啓発強化期間
です。私たちみんなの財産である電波の良好な利用環境を守る
ため、不法無線局をなくし、電波を正しく使いましょう。電波
に関することは、信越総合通信局までお気軽にご相談ください。
問 総務省信越総合通信局
「無線設備への混信・妨害及び違法な無線設備の情報に関す
ること」　監視調査課（ 026・234・9976）
「テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること」　受信
障害対策官（ 026・234・9991）

　市では、５月 30 日を「ごみゼロ」の日
と定め、この日に近い日曜日に市内一斉
清掃を行っています。本年は５月 31 日
（日）が市内一斉清掃日です。ごみ拾いは
誰にでもできる身近なボランティアです。
自治会、企業、ボランティア団体などの
清掃活動に積極的に参加しましょう。

問 本 廃棄物対策課廃棄物対策担当
（ 71・2490　 72・3176）

●
持
ち
物　

三
角
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
等

●
内
容　

ご
は
ん
、
ご
ぼ
う
サ
ラ
ダ
、

わ
さ
び
ソ
ー
ス
の
焼
き
魚
等

●
申
し
込
み　

明
科
保
健
セ
ン
タ
ー

※
６
月
以
降
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
（

81
・
０
７
１
１
）
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
講
習
会

問 

本
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71·

２
４
３
０　

 

71·

２
５
０
７
）

　

豊
科
農
産
物
加
工
交
流
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
委
員
会
で
は
、
安
曇
野
の
家
庭

に
伝
わ
る
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
22
日
（
月
）　

▽
午
前

の
部
９
時
〜
▽
午
後
の
部
１
時
〜

●
場
所　

農
産
物
加
工
交
流
セ
ン
タ
ー

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
東
）

●
講
師　

豊
科
農
産
物
加
工
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
委
員

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

材
料
代
５
０
０
円
程
度

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
等

●
申
し
込
み　

６
月
３
日
（
水
）
か
ら

５
日
（
金
）
ま
で
に
豊
科
農
産
物
加

工
交
流
セ
ン
タ
ー
窓
口
か
、電
話（

73
・
９
５
５
０
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
９
時

〜
正
午
）

あ
づ
み
の
ピ
ン
キ
ラ
体
操
教
室

問 

本
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71·

２
４
７
４　

 

71·

２
５
０
３
）

　

松
本
大
学
の
根
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
生

徒
に
よ
る
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

活
動
量
測
定
や
体
力
測
定
、
市
外
レ

ジ
ャ
ー
施
設
で
の
運
動
講
座
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
主
に
65
歳
〜

74
歳
で
、
続
け
て
15
分
程
度
の
歩
行

が
で
き
る
人
（
関
節
疾
患
の
あ
る
人

は
要
相
談
。
運
動
制
限
が
あ
る
場
合

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

●
内
容　

根
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
生
徒
に

よ
る
運
動
指
導
と
ミ
ニ
講
座
、
体
力

測
定
、
介
護
予
防
の
ミ
ニ
講
座
、
市

外
レ
ジ
ャ
ー
施
設
運
動
講
座
ほ
か

●
時
間　

第
１
回
、
第
２
回
、
第
11
回

は
、
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
第
８

回
は
別
途
連
絡
、
こ
れ
以
外
は
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

＊
第
８
回
の
み
、
市
外
レ
ジ
ャ
ー
施
設

●
参
加
料　

約
５
０
０
０
円

　
（
活
動
量
計
購
入
、
保
険
料
等
含
む
。

市
外
レ
ジ
ャ
ー
施
設
運
動
講
座
受
講

料
は
別
途
負
担
）

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

＊
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
新
規
の
人

を
優
先
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

５
月
25
日
（
月
）
〜
６

月
２
日
（
火
）（
土
日
は
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
の
間
に

電
話
ま
た
は
介
護
保
険
課
（
１
階
11

番
窓
口
）に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

慰
霊
巡
拝
の
実
施

問 

本
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71·

２
２
５
３　

 

71·

２
３
２
８
）

　

厚
生
労
働
省
主
催
で
本
年
度
慰
霊
巡

拝
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
に

お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
子
の
配
偶
者
、

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、
孫
、
甥
・
姪
）

で
、
申
請
者
の
中
か
ら
参
加
者
が
選
考

さ
れ
ま
す
。
参
加
者
に
は
所
要
額
の
３

分
の
１
が
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。
日
程
や
応
募
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
長
寿
社
会
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

し
ゃ
く
な
げ
荘　

装
い
新
た
に

問 

本
観
光
交
流
促
進
課
拠
点
維
持
整
備
係

（

71·

２
０
５
５　

 

72·

１
３
４
０
）

　

指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴
い
、
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
日
帰
り
の
入
浴
の
み
に
限

定
し
、
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
指
定
管
理
者　

㈲
山
の
た
こ
平

●
指
定
期
間　

４
月
１
日
〜
安
曇
野

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
営
業
開
始
の
前
日

（
目
安
は
来
年
の
秋
頃
）

●
営
業
日　

通
年
（
定
休
日
な
し
）

●
営
業
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

９
時
（
受
付
終
了
は
午
後
８
時
）

●
入
浴
料　

大
人
４
１
０
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
ま
で
）
２
１
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先　

し
ゃ
く
な

げ
荘
（
穂
高
有
明
７
７
２
２
番

地
）（

83
・
２
０
５
０　

83
・

５
７
６
７
）

回 期　日
第 １ 回 6月 15日（月）
第 ２ 回 6月 29日（月）
第 ３ 回 7月   9 日（木）
第 ４ 回 7月 23日（木）
第 ５ 回 8月   6 日（木）
第 ６ 回 8月 27日（木）
第 ７ 回 9月 10日（木）
第 ８ 回 9月 25日（金）
第 ９ 回 10月   1 日（木）
第 10 回 10月 15日（木）
第 11 回 11月   9 日（月）
第 12 回 11月 26日（木）

本 市役所本庁舎　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター
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ベランダ菜園のすすめ連載

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律

無
料
相
談

問 
本
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71·
２
４
９
６　

 

71·

３
１
７
６
）

　

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や
、会
社
・

法
人
等
の
設
立
・
変
更
・
解
散
等
の
登

記
・
裁
判
所
へ
提
出
す
る
書
類
の
作
成

な
ど
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
日
時　

６
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

市
役
所
２
階
（
相
談
室

２
０
４
）

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

６
月
10
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化

環
境
家
計
簿
モ
ニ
タ
ー
の
結
果

報
告問 

本
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71·

２
４
９
２　

 

72·

３
１
７
６
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
関
心
を
高
め
、
家
庭
か
ら
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
等
を
把
握
す
る
た

め
、
環
境
家
計
簿
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
し
た
。
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

平
成
26
年
１
月
〜
12
月

●
参
加
世
帯
数　

48
世
帯
（
計
１
６
９

人
）

●
取
り
組
み
結
果
：
平
均
排
出
量

▽
１
世
帯
あ
た
り　

８
１
８
９
．
５

㎏
▽
１
人
あ
た
り　

２
３
２
６
㎏

●
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
傾
向

▽
自
動
車
中
心
の
交
通
体
系
の
た

め
、
年
間
を
通
し
て
ガ
ソ
リ
ン
に

よ
る
排
出
量
が
多
い
。

▽
暖
房
を
使
用
す
る
た
め
、
夏
よ
り

冬
（
12
月
か
ら
３
月
）
の
排
出
量

が
多
い
。

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

問 

本
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

72·

２
４
９
６　

 

72·

３
１
７
６
）

　

市
内
に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
５
人
の
行
政
相
談
委
員
が
い
ま

す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

等
の
行
政
や
独
立
行
政
法
人
お
よ
び
特

殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る

意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
、
そ
の
解
決

や
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

毎
月
各
地
域
で
行
政
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
日
程
の
詳
細
は
、
広
報

あ
づ
み
の
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

豊
科　

藤ふ
じ
お
か岡　

保や
す
こ子

　
　
　
　
（

72
・
３
７
６
３
）

穂
高　

松ま
つ
や
ま山　

博
ひ
ろ
し

　
　
　
　
（

82
・
４
９
９
６
）

三
郷　

松ま
つ
お
か岡　

光み
つ
ま
さ正

　
　
　
　
（

77
・
４
０
１
４
）

堀
金　

三み
さ
わ澤　

俊と
し
ひ
で秀

　
　
　
　
（

72
・
６
４
０
３
）

明
科　

矢や
ざ
わ澤　

久ひ
さ
お男

　
　
　
　
（

62
・
３
４
３
２
）

　食生活に変化と潤いをもたせ、家族の団らんと健康維持にプランターを利用して、家庭菜園に挑戦
してみませんか。今月は 5月末～６月の作業について掲載します。

問 本 農政課マーケティング担当　　
（ 71・2430　 71・2507）

ニラ
　日当りと水はけのよい場所を好みます。植
え付け後、週に１回 500 ～ 1000 倍に薄めた
市販の液体肥料を水代わりに与えます。
　ニラの株分けと植え替えの適期は、２月下
旬～３月上旬ですが、購入した苗の植え付け
適期は５月中旬～６月中旬です。

サヤインゲン（つるなし品種）
　収穫まで 55 日程度と短く、支柱も必要あ
りません。４月中旬から７月初旬までが種ま
き適期です。20㎝間隔で１カ所 3粒の種をま
きます。本葉が開き始めたら１カ所２本に間
引いて双葉のすぐ下まで土を寄せ、週に１回
500 ～ 1000 倍に薄めた液体肥料を与えます。

豆知識
　肥料の３要素は、「窒素 -リン酸 -カリ」です。例えば、「8-8-8」という標記は、窒素（葉肥）、リン酸（花

肥・実肥）、カリウム（根肥）が各８％含まれています。寒地や春先は速効性の肥料を元肥とします。

作期の短いものや追肥には速効性、作期の長い作物は緩効性、果菜類には微量要素（鉄、亜鉛、銅、

塩素など）入り肥料を選択します。根が深く張る野菜は、株と株との間や溝に穴を掘って元肥を埋

め込む「溝施肥」、根が浅く張る野菜には土全体に肥料を混ぜ合わせる「全面施肥」が適しています。

　犀川や高瀬川の河原にはカワラアカザ、カワラニ
ガナ、カワラハハコ、カワラヨモギ等が生育してい
ます。強い日差し、少ない水分等の厳しい環境に耐
えて生育していますが、近頃これらの植物が大幅に
減少しています。
　梓川には奈川渡・水殿・稲核ダム、高瀬川には高瀬・
七倉・大町ダムがあります。これらのダムにより流
量が安定し、河原も裸地になることはありません。
安定した河原には、アレチウリ、オオキンゲイギク
やサボンソウ等の帰化植物、ドクゼリ、ヨシ、ヨモ
ギ等の大型草本が育っていきます。さらに年数がた
つと、アカマツ、カワヤナギ、ニセアカシア、ポプ
ラ等の高木が生息し、カワラニガナ等の生育できる
環境は全くなくなってしまいます。

（長野県植物研究会　横内文人さん）

特徴
　茎の高さは 15 ～ 30㎝になる多年草です。葉の縁
には疎

まば

らなぎざぎざの切れ込みがあり、花は黄色を
帯びます。
　現在の犀川や高瀬川の河原には、ニセアカシアや
ポプラが急激に増えています。日陰を嫌い、他の植
物との競合に弱いカワラニガナは急激に絶滅の危機
へと向かっています。

本 市役所本庁舎　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

市の植物

レッドデータブックから⑤
安曇野の重要な自然環境

カワラニガナ
（キク科）
安曇野市では、絶滅危惧Ⅱ類に選定。

●
事
業
者
の
取
り
組
み

　

市
内
28
社
の
事
業
者
か
ら
環
境
に
お

い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
回
答
を
得
ま

し
た
。

▽
ゴ
ミ
の
分
別
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
（
92
・
８
％
）

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
（
96
・
４
％
）

▽
物
品
等
の
長
期
使
用
（
71
・
４
％
）

▽
帳
票
類
の
電
子
化
（
60
・
７
％
）

▽
環
境
教
育
（
60
・
７
％
）

▽
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の

導
入
（
53
・
５
％
）

●
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

今
後
も
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減

ら
す
た
め
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

　
（
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な

い
・
急
発
進
を
避
け
て
穏
や
か
な

運
転
等
）

②
自
家
用
車
利
用
の
抑
制

③
冷
暖
房
の
適
切
な
温
度
設
定

④
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘
れ
に

注
意
す
る
。

モニター結果による二酸化炭素排出量の傾向（グラフ 1）
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健
康

づ

く

り

情
報

脳
を
守
る

〜
脳
血
管
疾
患
予
防
〜
シ
リ
ー
ズ
①

　

脳
血
管
疾
患
は
、
死
亡
原
因
と
し
て

の
割
合
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
一
度
発

症
す
る
と
長
期
に
わ
た
っ
て
治
療
、
リ

ハ
ビ
リ
、
介
護
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
働
き
盛
り
の
人
が
脳
血
管
疾
患
で

倒
れ
る
と
社
会
的
な
損
失
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

　

表
１
は
市
民
の
40
歳
〜
64
歳
で
、
初

め
て
介
護
保
険
を
申
請
し
た
人
の
原
因

疾
患
（
上
位
３
位
）
と
要
介
護
度
で
す
。

　

男
女
と
も
に
脳
血
管
疾
患
が
１
位
と

な
っ
て
お
り
、
介
護
度
も
３
以
上
と
重

症
化
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

脳
を
守
る
た
め
に
は

血
管
を
守
る
こ
と
で
す

　

元
気
だ
っ
た
の
に
突
然
、
脳
血
管
疾

患
で
倒
れ
て
介
護
状
態
に
な
れ
ば
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
シ
ョ
ッ
ク
も

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

脳
血
管
疾
患
は
血
管
が
傷
み
、
変
化

し
た
結
果
、
起
こ
り
ま
す
。

　

血
管
を
傷
め
る
原
因
の
お
も
な
も
の

は
高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
の
異
常
が
重
な
り
あ
い

な
が
ら
徐
々
に
血
管
が
傷
み
、
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
血
管
は
痛
み
を
感
じ
ま
せ

ん
。
気
づ
か
ぬ
間
に
傷
み
ま
す
。

　

脳
を
守
る
た
め
に
も
「
自
覚
症
状
が

な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
血
管
の
傷
み
や
変
化
は
特
定

健
診
の
身
体
測
定
、
血
液
検
査
、
心
電

図
、
な
ど
の
項
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
継
続
的
に
見
て
い
な
い

と
、
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
血
管
の
変

化
が
始
ま
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
生
活
習
慣
が
血
管
を
傷
つ
け

て
い
な
い
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
に

も
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
検
査
値

の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

健
診
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□　肺がんＣＴ検診の日程

検診日 検診会場
保健センター 予約電話 定員 その他

8月 5日・6日・7日 三郷 81・0714 270 人
□対象者　35歳以上の市民
□受付期間　６月３日～ 23 日（土日祝日
除く午前８時 30分～午後５時 15分）

□予約方法　受付期間に希望会場へ電話で
申し込んでください

※定員になり次第締め切ります
※詳細は健診こよみ５ページをご覧ください

8月 10日・11日・12日 穂高 81・0711 270 人

8月 27日・28日 明科 81・0711 180 人

8月 31日・9月 1 日・ 2 日 豊科 81・0713 270 人

9月 3日・4日 堀金 81・0714 180 人

＊穂高・明科以外の予約電話番号は、５月中はつながりません

表１　介護保険第２号被保険者新規認定者の原因疾患
　　　（平成 20年度以降６年間の人数）
〈男性〉　　　　　　　　　　　　 〈女性〉

原因・介護度
要介護３～

要介護５

要支援１～

要介護２
原因・介護度

要介護３～
要介護５

要支援１～

要介護２

１位　脳血管
疾患 17人 27人 １位　脳血管

疾患 16人 14人

２位　がん 13人 5人 ２位　がん 15人 5人

３位　糖尿病
合併症 1人 5人 ３位　初老期

認知症 1人 6人

　今月号は、地域で食育を推進している市食育推進会議委員
の豊田さんからのメッセージをお届けします。

安曇野調理師会会長
豊田 修

おさ み

身さん（豊科　成相）

お 弁 当 作 り弁 当 作 り
子どもも簡単に作れる子どもも簡単に作れる

332211♪

　最近のお弁当は、とてもカラフルになりました。私の子ど

もの頃は、ごはんの隅に前日の夕飯で残った煮物が入ってい

るようなお弁当で、卵焼きなんて綺麗なものは入っていませ

んでした。しかし、どんなお弁当にも美味しい物を食べさせ

たいという少しの工夫と愛情を感じました。お弁当で一番大

切なことは、この愛情を感じながら美味しく食べることだと

思います。

　それから、子どもに包丁を持たせるのも良いことだと思い

ます。見ているだけでは分からない事が、実践して分かる。

料理って面白いんですよ。料理を知ることによって、食べ物

に興味が湧く。それだけじゃなくて、科学など他の分野への

興味にもつながると思います。

野菜は３分の１を目安に
お昼にお弁当を食べて、午後ももうひと頑張り…。
　さて、お腹に入ったごはんや卵・肉・魚などは、
エネルギーになったり、筋肉になったり、いろいろ
な情報を体の隅々まで伝えたりしています。
　その仕事がうまくいくようにお手伝いをしている
のが、ビタミンやミネラルがたっぷり入った野菜で
す。一食の量は両手一杯（火を通した場合は片手一
杯）、約 120 ｇ、お弁当の３分の１の容量が適量です。

お弁当がはなやぐ
　彩りピクルス
材料（８人分）
　きゅうり・・・1本
　人参・・・・・1本
　赤パプリカ・・1個
　黄パプリカ・・１個
　セロリ・・・・１本
　すし酢・・・・150㏄
　米酢・・・・・100㏄

【作り方】
①材料を３cm長さの拍子切りにします。
②切った野菜と酢を容器に入れます。
③冷蔵庫へ入れて半日位で食べられます。

お弁当のもつ力 No.2

～お弁当に込められた愛情～

問  健康推進課健康支援担当
73･5770　 73･5775

市食育推進キャラクター

たべたくん

主食 副菜

主菜

問 健 健康推進課健康支援担当

81･0726　 81･0703
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チャレンジタイム ドッジビー大会 １日（月）14：00～15：00
対象：小学生

子育て勉強会 絵本の選び方 ４日（木）10：30～11：30
卓球教室 ６日（土）14：00～15：00
対象：小学生

育児相談 12日（金）10：30～12：00
読み聞かせ 15日（月）11：00～
キッズパーク リズムあそび 23日（火）24日（水）25日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　
★キッズパークは登録制のサークルです。児童館までお問い合わせください。

チャレンジタイム マレットゴルフ 24日（水）16：00～16：30
対象：小学生　★豊科中央公園のコースです。

6月（June）の予定
こころの相談 介護相談 平日 8：30～ 17：00

弁護士会による無料法律相談

人権特設相談所 10：00～ 15：00

子ども・ひとり親家庭・女性の相談

わかもの就職サポート相談会 13：30～16：30

消費生活相談　 平日9：00～16：00 ※電話相談も可

行政書士による無料相談

教育に関する相談

精神科医による精神保健相談 14:00 ～要予約

各種相談

6月の休日当番医 （変更になる場合があります。） 長野県休日・夜間緊急医案内サービス 0570-088199

…場所　　…問い合わせ　　…時間時場

心配ごと相談・行政相談  （★は行政相談を同時開催）

生活労働相談 18：00～ 20：00

母乳・育児相談　※母乳相談は 9：30 ～ 11：00

児童・思春期精神保健相談 14:00 ～

精神科医による依存症相談 13:30 ～

 あずみ野断酒会 19:00 ～ 21:00

4日（木）・8日（月）・15日（月）・22日（月）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

11・18・25日（木）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

3・10・17・24日（水）　※3・17日は家族会
　豊科交流学習センター「きぼう」２階
問健康推進課健康支援担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場

8日（月）・★ 22日（月）　　 113：00～16：00
　堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
9日（火）・★ 23日（火）　　 113：00～16：00
　穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
10日（水）・★ 24日（水）　　 13：00～16：00
　豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
11日（木）・★ 25日（木）　　 13：00～16：00
　三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
12日（金）・★ 26日（金）　　 13：00～16：00
　明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談・・・上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

時
場

時
場

時
場

時
場

時
場

10日（水）　　安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※電話相談も受付中。詳しくは右記のホームページにアクセスを。　http://usc.or.jp/

場

 2 ・16日（火）  　問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-0703）
　   9日（火）  　問堀金保健センター（℡73-5770・FAX81-0703）
　 10日（水）  　問豊科保健センター（℡72-9970・FAX81-0703）
11・25日（木）  　問三郷保健センター（℡77-9111・FAX81-0703）
　 18日（木）  　問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

場
場
場
場
場

　問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
　問東部地域包括支援センター（市役所１階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
　問南部地域包括支援センター（三郷支所１階）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

場

場

場

11日（木）（予約日：4日（木））
25日（木）（予約日：18日（木））
　市役所２階　相談室204
　13：30～16：30　※１人20分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

場
時

26日（金）　　明科公民館
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

場

平日　　8：30～17：00
　問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

時
場

19日（金）　　安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※40歳代前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談下さい。

場

　問消費生活センター（市役所２階）
　　（℡直通71-2100・携帯090-5203-2011・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ・ゴー・ナナ・ゼロ 守ろうよ、みんなを）

場

18日（木）　　13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
　市役所２階　相談室204
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の２日前までにご予約ください。

時
場

5日（金）　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

時

時

時

時

時

7日（日） 14日（日） 21日（日） 28日（日）
古 川 整 形 外 科 医 院

82-8880 ［穂高］
武 田 内 科 ク リ ニ ッ ク

88-6500 ［穂高］
古 川 医 院

82-4385 ［穂高］
村 山 医 院

82-2101 ［穂高］
石 田 医 院

72-2766 ［豊科］
髙 橋 医 院

82-2561 ［穂高］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162 ［豊科］
穂 高 ハ ー ト ク リ ニ ッ ク

50-6731 ［穂高］
山 田 医 院

72-3207 ［豊科］
和 田 医 院

72-2047 ［堀金］
こ う の 内 科 循 環 器 科

71-5881 ［豊科］
白 木 医 院

77-2134 ［三郷］
山 本 歯 科 医 院

72-5748 ［豊科］
土 居 歯 科 医 院

72-2462 ［豊科］
矢 島 歯 科 医 院

72-2163 ［豊科］
丸山整形外科医院矯正歯科

72-7000 ［豊科］

いじめ相談ホットライン 8:30 ～ 17:15

教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など） 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日
　問市役所３階教育指導室（℡71-2461・FAX71-2338）場

毎週月～金曜日
　問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX71-2338）
※電話相談可。まずはお電話ください。
場

児童館の予定 …乳幼児対象 …参加費 ■休館日 /日曜・祝日
※市内９つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

★明科児童館 ℡62-2482・FAX62-1124
かしわ餅作り ６日（土）10：30～11：30
　　　　　　　  定員：30組　持ち物：手拭き、飲み物

育児相談 16日（火）10：30～12：00
みんなあつまれ！ おにぎらずを作ろう 17日（水）10：30～11：30
　　　　　　　  定員：30組　持ち物：お皿、手拭き、飲み物　★今ブームの「お
にぎらず」を作ろう！

読み聞かせ 18日（木）16：00～
チャレンジタイム マジック教室 20日（土）10：30～11：30
　　　　 対象：小学生以上　定員：30人

キッズパーク リズムあそび 30日（火）10：30～11：30
対象：２歳以上の親子　持ち物：タオル、飲み物　★キッズパークは登録制の
サークルです。児童館までお問い合わせください。

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527
育児相談・身体測定 ５日（金）10：30～12：00
★身体測定は10：00～ 12：00

みんなあつまれ !食のワークショップ② 19日（金）10：30～11：30
　　　　定員：20組　★「体と心を整える食養生」著者、辻野将之さんが教える、
元気になるおいしいおにぎりの食べ方（おにぎりを食べます）

お話し会 22日（月）11：00～11：20
みんなあつまれ! 親子ビクス 30日（火）10：30～11：30
　　　　定員：20組　持ち物：飲み物

要予約

要予約

要予約

★堀金児童館 ℡71-2122・FAX71-2126
キッズパーク おやつ作り ２日（火）３日（水）４日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　★キッ
ズパークは登録制のサークルです。児童館までお問い合わせください。

育児相談・身体測定 ８日（月）10：00～12：00
読み聞かせ 15日（月）11：00～
チャレンジタイム 七夕まんじゅう作り 20日（土）10：30～12：00
　　　　　　　  対象：小学生　定員：20人程度　持ち物：飲み物、エプロン、
ハンカチ
要予約 100円

要予約 100円

要予約 100円

★穂高中央児童館 ℡84-0762・FAX82-9621
子育て勉強会 音とあそんで広がる育児 ９日（火）10：30～11：30
　　　　定員：20組　講師：音楽療法士　杉本裕子さん

キッズパーク リズムあそび 16日（火）17日（水）18日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　★キッ
ズパークは登録制のサークルです。児童館までお問い合わせください。

読み聞かせ 17日（水）11：00～11：20
育児相談・身体測定 19日（金）10：00～11：30
キッズリユース おさがり会 22日（月）10：30～11：15
★出品者は事前に申し込みの上、10時 15分までにお越しください。

要予約

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494
みんなあつまれ ! お父さんへのプレゼント 5日（金）10：30～11：30
　　　　 定員：25人　持ち物：お子さんの写真1枚（サイズ約3.5×3.5cm）　
★お父さんへのプレゼント作り

おさがり会 ９日（火）10：30～11：00
持ち物：マイバック　★出品者は10時 15分までにお越しください。

わらべうた ８・15・22日（月）11：10～
育児相談・身体測定 12日（金）10：30～12：00
★身体測定は10：00～ 12：00

読み聞かせ 12・19日（金）11：00～11：20
みんなあつまれ ! お父さんと一緒に防災ランチ13日（土）10：30～
　　　　 対象：小学生・乳幼児　定員：15人　★炊き出しに挑戦

みんなあつまれ ! ６月生まれ ハッピーバースデー19日（金）10：30～11：30
★オープン参加です。気軽に来てね。

七夕まんじゅう作り 26日（金）10：30～11：30
　　　　　　　  定員：25人 持ち物：エプロン、三角巾、飲み物

チャレンジタイム 七夕まんじゅう作り 27日（土）10：30～11：30
　　　　　　　  対象：小学生　定員：15人　持ち物：エプロン、三角巾、
飲み物

要予約 100円

要予約 100円

要予約

要予約

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122

★三郷児童館 ℡76-0185・FAX76-0186
読み聞かせ １日（月）11：00～11：20
★パネルシアター、絵本、手遊び。

チャレンジタイム ６日（土）10：00～12：00
　　　　　　　  対象：小学生　★児童館祭りをお手伝い

児童館祭り ６日（土）10：00～12：30
　　　　 ★楽しい工作遊び・食べ物・ゲームコーナー

育児相談 15日（月）10：00～12：00
キッズパーク おやつ作り 16日（火）17日（水）18日（木） 10：30～11：30
　　　　　　　 持ち物：三角巾、エプロン　各日の対象年齢：火曜日は２歳
児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　★キッズパークは登録制のサーク
ルです。児童館までお問い合わせください。

読み聞かせ 19日（金）11：00～11：20
おさがり会 29日（月）10：30～11：15
★出品される方は事前にお申し込みください。

要予約 100円

要予約 100円

200円

★高家児童館 ℡・FAX72-5685
グランドゴルフ １日（月）10：00～12：00
対象：小学生　定員：20人

豊科３館合同児童館祭り 13日（土）10：00～12：30
　　　　 ★一年に一度のお祭りです♪おいしい食べ物やゲームコーナー、工
作など、盛りだくさん！

読み聞かせ 18日（木）11：00～
キッズパーク リズムあそび 23日（火）10：30～11：30
対象：1歳以上の親子　持ち物：タオル、飲み物、動きやすい服装　★キッズパー
クは登録制のサークルです。児童館までお問い合わせください。

キッズパーク ピクニック 25日（木）10：30～11：30
対象：０歳親子　持ち物：タオル、飲み物、動きやすい服装　★キッズパーク
は登録制のサークルです。児童館までお問い合わせください。

読み聞かせ 25日（木）11：00～
野外活動カレー会 27日（土）10：00～12：30
　　　　　　　　対象：小学生以上　定員：30組程度　★カレー作りと飯ご
う炊さん。

200円

100円

要予約 100円

★南穂高児童館 「にこにこランド」 ℡71-5150・FAX71-5152
ママキッズビクス ２日（火）10：30～11：30
持ち物：おんぶ紐、飲み物、上履き、タオル

読み聞かせ ８日（月）11：00～11：20
お下がり会 ９日（火）11：00～11：20
★出品者は10時 50分までにお越しください。

チャレンジタイム 野外おやつ作り 20日（土）10：30～12：00
　　　　　　　　対象：小学生　定員：15名　★館庭でおやつ作り

キッズパーク リズム遊び 23日（火）10：30～11：30
対象：2歳以上、1歳　★キッズパークは登録制のサークルです。児童館まで
お問い合わせください。

育児相談 26日（金）10：30～12：00

要予約 100円
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本　  庁  　舎　〒399-8281　長野県安曇野市豊科6000番地 TEL 0263-71-2000 FAX 0263-71-5000
穂 高 支 所　〒399-8303　長野県安曇野市穂高6658番地 TEL 0263-82-3131 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所　〒399-8101　長野県安曇野市三郷明盛4810番地1 TEL 0263-77-3111 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所　〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750番地1 TEL 0263-72-3106 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所　〒399-7102　長野県安曇野市明科中川手6824番地1 TEL 0263-62-3001 FAX 0263-62-4747

2015.5.1現在　（　）内は対前月比

人口 98,382人 （  －43）

  男 47,716人 （  －33）

  女 50,666人 （  －10）

世帯 38,329世帯 （  ＋38）

TnＹ Ｋ Ts

人生の節目に喜びとともに
安曇野を緑で囲みませんか？

　人生の思い出として、また、大切な緑を増やすため
に、本年度から記念樹等（苗木と植樹用土）を配布し
ます。
  【対象者】
　市内に住所を有し、市税を完納している人で、次の記
念項目に該当する人（①は翌年度、②は当該年度に申請）
①平成 26年４月以降
・出生した子の保護者
・市内に住宅家屋（店舗併用住宅を含む）を新築（全
面改築を含む）または新築住宅を購入した人

・婚姻した人
②平成 27年４月以降
・小学校へ入学した子の保護者

【申込期限】６月30日（火）
※配布期間：９月 1日～ 10 月 15 日（予定）

  【申請方法】
①申込期限内に市役所２階建築住宅課（15番窓口）へ
申請してください。（申請書は建築住宅課、各支所
地域課、市ホームページから入手できます）

②申請者に 8月以降「記念樹等交換券」を送付します。
配布期間内に、取扱店へ交換券を持参し、苗木と用
土を受け取ってください。（取扱店一覧は「記念樹
等交換券」送付時に同封します）

③配布した苗木は、必ず市内に植え、植栽後は写真を
添付した植栽報告書を提出してください。

※新築は２本、そのほかは１本配布します。配布する樹種等詳細は
お問い合わせください。
※写真は推奨樹種例です。

問 建築住宅課　 71・2242　 72・3569

イチイ（アララギ）

ナナカマド

グリーンコーン

ドウダンツツジヤマボウシ

レイランディー
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